
1430迄(1296件)

1411年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<就任>北ｱﾗｶﾝ総督(ｱﾜの家臣)｢ﾚﾃｨｱ｣(~1412年初頭)
1411年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｳｪｲ総督(ｱﾜの家臣)｢ｿｯｶﾃ｣(~1412年初頭)
1411年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧｰﾙ･ｼｬｰ1世(ｻﾞﾌｧｰﾙ･ﾊﾝ)｣
1411年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Jalal al-Din Khan｣(~14
  12年死去)
1411年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hassan2世 Keerithi Maha Radun｣(~同年)
1411年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ[ﾄｸﾀﾐｼｭの長男､青帳ﾊﾝ､白帳ﾊﾝ](~1412年)
1411年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第8代国王｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣ﾜﾘｰﾄﾞの子(~1415年)
1411年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世｣(~14140623~14140702死去)
1411年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾗ･ｺﾕﾝﾙ朝ｶﾗ･ﾕｰｽﾌがｼﾞｬﾗｰｲﾙ朝を破りﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞを占領
1411年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾚｵｰﾈ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1412年)
1411年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｪｰｹﾌﾞﾛｯﾄ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｰﾘｯﾋ｣(~1417年)
1411年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ1世｣(~同年)⇒｢ｻｲｰﾄﾞ1世｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ﾏﾚ
  ｸ1世｣(~1423年)
1411年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｶｽﾃｨﾘｱとの間に講和条約が成立
1411年1月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~1442年死去)
1411年1月14日-09:00|日本|  ||応永17年12月20日|<交替>近江国守護｢六角満高｣解任⇒同族の｢青木持通｣(~応
  永19(1412)年)
1411年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(~14150430)
1411年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞ
  ﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣兼ﾄﾞｲﾂ王｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾒｰﾚﾝ｣
1411年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国教皇代理｢ﾗｲﾝ伯ﾊﾟﾗﾃｨﾝ｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世(2回
  目)｣｢ｻﾞｸｾﾝ伯ﾊﾟﾗﾃｨﾝ･ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(2回目)｣(~11.8)
1411年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(~14150430退任)
1411年1月18日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ4世｣ｶﾚﾙの息子.ﾎﾞﾍﾐｱ王(~14190816死去)
1411年1月18日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ｹﾞﾙﾘｯﾂ｣ﾖｰﾌﾟｽﾄの従姉妹(~14431123ﾞﾙｺ
  ﾞｰﾆｭ公ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世善良公に制圧されﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄの一部として統治､名目上の公位)､摂政｢ｱﾝﾄﾆｰ｣ｴﾘｻﾞｰﾍ
  ﾞﾄの夫(~14150425没)
1411年1月18日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱはﾎﾞﾍﾐｱに復帰(~14231003)
1411年1月21日-09:00|日本|  ||応永17年12月27日|<死去>関白､左大臣｢二条満基｣(28歳)
1411年1月24日-08:00|中国|  ||明･永楽9年|明が黒竜江に､ﾇﾙｶﾝ都司を設置
1411年1月24日-09:00|日本|  ||応永17年12月30日|<就任>関白｢一条経嗣｣(~応永25年11月17日)
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年|<交替>安芸国守護｢山名熙重｣⇒｢武田信満｣(~応永24年2月6日(141702
  22)自害)
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年|恕仲天誾､曹洞宗橘谷山大洞院(森町橘)開山
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年|小早川則平,大檀那として,仏通寺含暉院仏殿を造立
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年|信濃の僧天誾､如仲､遠江大洞院を開剏
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年|本果院日朝､光照山蓮静寺(御殿場市中丸)開山
1411年1月25日-09:00|日本|  ||応永18年1月|三戸南部13代守行､仙北郡刈和野(西仙北町)で安藤鹿季と戦う/最
  終的に南部軍が勝利したが､南部勢の､工藤外記､西沢勝忠､工藤左衛門らが討ち死に
1411年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団が､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ､ﾘﾄｱﾆｱと和平を結ぶ(第1次ﾄﾙﾝの和約)
1411年2月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｴｻﾞｳ･ﾌﾞｵﾝﾃﾞﾙﾓﾝﾃｨ｣
1411年2月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｴﾋﾟﾛｽ専制公国摂政｢ﾕｰﾄﾞｷｱ･ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣(~26日)
1411年2月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｹﾞｵﾙｷﾞｵｽ･ﾌﾞｵﾝﾃﾙﾓﾝﾄ｣(~26日)
1411年2月9日-09:00|日本|  ||応永18年1月16日|<死去>関東管領｢上杉憲定(山内)｣
1411年2月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ｱﾐｰﾙ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｾﾚﾋﾞ｣
1411年2月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ｱﾐｰﾙ｢ﾑｻ･ｾﾚﾋﾞ｣(~14130705)
1411年2月23日-08:00|中国|  ||明･永楽9年2月|明､会通河の改修に成功
1411年2月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｹﾌｧﾛﾆｱとｻﾞﾝﾃの専制公･ﾊﾟﾗﾃｨｰﾇ伯爵｢ｶﾙﾛ1世ﾄｯｺ｣(~14290704没)
1411年3月3日-09:00|日本|  ||応永18年2月9日|<交替>武蔵国守護｢上杉憲定｣⇒｢上杉氏憲｣(~応永26(1419)年)
1411年3月3日-09:00|日本|  ||応永18年2月9日|<任命>関東管領｢(犬懸)上杉氏憲(禅秀)｣(~応永22(1415)年5月2
  日死去)
1411年3月25日-09:00|日本|静岡県袋井市|応永18年3月|今川了俊､物外性応を開山に､祥雲山海蔵寺(堀越)開基
1411年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾙｯﾂｫのｼﾓｰﾈ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1411年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣
1411年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ3世｣(~14151025死去)
1411年4月22日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ･ﾁｭﾌﾟﾙﾅ｣
1411年4月23日-09:00|日本|  ||応永18年4月|今川了俊､今川遠江入道貞秋あてに｢歌林｣を著す
1411年5月23日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣(~14120523死
  去)
1411年6月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>前方ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ4世｣40歳
1411年6月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>前方ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~14390624死去)
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1411年6月16日-09:00|日本|  ||応永18年5月25日|<死去>和泉上半国守護｢細川頼長｣持有が継ぐ(~永享10(1438)
  年9月17日)
1411年6月21日-08:00|中国|  ||明･永楽9年6月|鄭和第3次遠征帰還
1411年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14261231死去)
1411年7月21日-09:00|日本|岐阜県|応永18年7月|<飛騨の乱(飛騨国)>姉小路尹綱は南北両朝の合体条件の不履
  行に関する飛騨の山科家領を巡る争いもあって､古川城にて挙兵､小島家と幕府との仲を取り持つ向家を討つ
  ため､小島城と向小島城を攻撃/幕府は飛騨守護･京極高光に尹綱の追討を命じたが､高光は病床の身であった
  ため､弟の京極高数が総大将として領国の軍勢を率いて､越前からは斯波氏の被官であった甲斐氏･朝倉氏が､
  信濃からは守護･小笠原持長が幕命を受けて出陣/幕府軍5千に対し､尹綱は武安郷の広瀬高堂城城主･広瀬常登
  の協力を得たが､国司側の兵力は500ほどであった
1411年7月29日-09:00|日本|兵庫県朝来市|応永18年7月9日|<死去>但馬大明寺住持美濃大安寺開山常訴笑堂
1411年8月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾞｲｱｾﾞｯﾄの子ﾑｰｻﾞ･ﾍﾞｲとの条約
1411年8月17日-09:00|日本|京都府京都市|応永18年7月28日|六角-押小路､西洞院-室町間焼亡
1411年8月25日-09:00|日本|  ||応永18年8月6日|<死去>薩摩･大隅･日向国守護｢島津元久｣
1411年9月20日-09:00|日本|岐阜県|応永18年9月3日|<飛騨の乱(飛騨国)>激戦の末､姉小路尹綱と広瀬常登は敗
  走し､最後は共に討ち取られた
1411年9月26日-09:00|日本/中国|  ||応永18年9月9日|室町幕府が明使を拒否し國交中断
1411年9月29日-08:00|中国|  |||早朝にﾁﾍﾞｯﾄで地震/M8.0､死者多数､地表断層や山崩れが発生､前日夜に前震あ
  り
1411年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ｶﾙﾎﾞｰﾈ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ･ﾍﾞﾝｳﾞｪｸﾞﾇｰ
  ﾃﾞｨ｣
1411年10月31日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが講和条約を締結
1411年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(⇒14330531神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝~14371209
  没)
1411年11月16日-09:00|日本|  ||応永18年閏10月|<任命>薩摩･大隅･日向国守護｢島津久豊｣元久の弟(~応永32年
  1月21日(14250209)死去)
1411年12月27日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永18年11月13日|大谷神明宮(三ヶ日町大谷)再建
1412年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵﾙｼﾞｪｲ･ﾃﾑﾙ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1412年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾀﾞﾙﾊﾞｸ･ﾊｰﾝ｣(~1415年没)
1412年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>北ｱﾗｶﾝ国王｢ﾅﾗﾇ｣(1421年までﾍﾟｸﾞｰの家臣~14290418)
1412年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾝﾄﾞｳｪｲ国王｢ﾄﾝ=ｲﾜ=ｻﾞ｣(1421年までのﾍﾟｸﾞｰの家臣~1436年)
1412年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞｼｬｰﾙ国
1412年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ･ﾊﾑｻﾞ･ｼｬｰ｣
1412年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｺｯﾃ王国国王｢ﾊﾟﾗｸﾗﾏﾊﾞｰﾌ6世｣(~1467年)
1412年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Jalal al-Din Khan｣
1412年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Karim Berdi｣(~1414年)
1412年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Isa Bavana Sundhura｣(~同年)⇒<復位>｢Ibrahim1世 Dhammaru 
  Veeru｣(2期目~1420年)
1412年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｶﾘｰﾑ･ﾍﾞﾙﾃﾞｨ[ﾄｸﾀﾐｼｭの次男](~1414年)
1412年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(~1442年退位)
1412年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1414年)
1412年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾝﾎﾞ｣(~1415年)
1412年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵Archambaud｣
1412年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｼﾞｬﾝ1世｣(~14360504死去)
1412年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾏｯﾃｵ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1414年)
1412年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾟﾀﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾍﾞﾝ｣(~1413年)
1412年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾊﾟｳﾞｧｵ･ﾁｭﾎﾟﾙ｣(~1415年死去)
1412年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ﾔｺﾌﾞｾﾝ･ﾙﾝｹﾞ｣(1回目~1413年)
1412年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Catherine of Alencon｣(~1416年)､｢Louis｣(~1413年)
1412年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Alfonso of Aragon and Eiximenis｣(~1425年)
1412年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣ｱﾗｺﾞﾝ王(~14160402死去)
1412年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱはｴｼﾞﾌﾟﾄが支配(~1421年)
1412年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾗﾚﾝｽ公｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣ﾍﾝﾘｰ4世の次男(~14210322死去)
1412年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島法執行者｢Haraldr Kalfsson｣
1412年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大主教ﾄｰﾏｽ･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ｣(5期目~14130321)
1412年1月18日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永18年12月5日|足利義持相国寺恵林院を創建
1412年2月13日-09:00|日本|  ||応永19年|<交替>近江国守護｢青木持通｣⇒｢六角満高｣再任(~応永23年11月17日(
  14161206)死去)
1412年2月13日-09:00|日本|  ||応永19年|<任命>安芸国[佐東郡､山県郡]守護｢武田信守｣(~不詳)
1412年2月13日-09:00|日本|  ||応永19年|<任命>因幡国守護｢山名熙高｣(~享徳2年(1453)年死去)
1412年2月13日-09:00|日本|岡山県小田郡矢掛町|応永19年|信濃の僧性讃､喜山､備中洞松寺を開剏
1412年2月13日-09:00|日本|静岡県磐田市|応永19年|梧鳳桐林､日蓮宗瑞雲山妙法寺(磐田郡豊田町池田)を開創
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1412年2月13日-09:00|日本|静岡県袋井市|応永19年|今川了俊､赤尾山長楽寺(高尾)の本堂を再建
1412年3月13日-09:00|日本|  ||応永19年2月|今川了俊｢今川壁書｣著す
1412年3月18日-09:00|日本|愛知県安城市|応永19年2月6日|三河国八幡山における合戦で､西条吉良勢の侍6人が
  討死
1412年4月1日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王ｱﾙﾌﾞﾚｸﾄ(74才)
1412年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1412年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ﾃﾞ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾏﾄ
  ﾞﾛｰﾆ｣
1412年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の息子(~1423年死去)
1412年4月12日-09:00|日本|  ||応永19年3月|今川了俊､関口氏にあてて｢了俊日記｣著す
1412年4月26日-09:00|日本|長野県下伊那郡阿南町|応永19年3月15日|僧昌山･民部伸盛､伊那郡新野村に二善寺
  を再興
1412年4月27日-09:00|日本|  ||応永19年3月16日|<任命>室町幕府管領｢細川満元｣(~応永28(1421)年7月29日)
1412年5月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘ総督ﾑｱｲｱﾄﾞが反乱
1412年5月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｰｱ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣暗殺された
1412年5月23日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾌｧﾗｼﾞｭ｣
1412年5月23日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾏﾘｸ･ｱﾙｱﾃﾞｨﾙ｣(~14121106退
  位)
1412年5月31日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ﾗﾝﾎﾞﾙﾀﾞｽ･ｳﾞｧﾘﾏﾝﾀｳﾞｨﾁｭｽ｣(~14321015没)
1412年6月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾘﾄﾞ島のｻﾝ･ﾆｺﾛにﾊﾝｶﾞﾘｰ人夜間に急襲
1412年6月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾘｰｱ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｰｱの弟(~14470813死去)
1412年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴｰﾘﾋ5世｣(~1435年死去)
1412年6月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王兼ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世｣ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｱﾝ1世と
  ﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗｺﾞﾝの息子(~14160402死去36歳)
1412年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾗﾚﾝｽ公･ｵﾏｰﾙ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣ﾍﾝﾘｰ4世の次男(~14210322死去)
1412年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ遠征部隊､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰとｱﾝｼﾞｭｰに侵入し､略奪
1412年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣と｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣がﾌﾗﾝｽ中部ﾖﾝﾇ県ｵｰｾｰﾙで｢ｵｰｾｰﾙ和平条約｣締結
1412年9月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾗﾝ1世(ｱﾝﾃｹﾗ王)｣(~14160402死去)
1412年9月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢成石ﾘﾝ｣(~14140506)
1412年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｾｸﾞﾅ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧ
  ﾝﾆ｣
1412年10月5日-09:00|日本|  ||応永19年8月29日|<譲位>100代｢後小松天皇｣上皇として院政を開始
1412年10月5日-09:00|日本|  ||応永19年8月29日|<践祚>101代｢称光天皇｣(応永21年12月19日即位~14280720)
1412年10月9日-09:00|日本|  ||応永19年9月4日|<死去>但馬楞厳寺開山｢南溟昌運｣
1412年10月28日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国･ﾃﾞﾝﾏｰｸ女王｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ1世｣ﾌﾚﾝｽﾌﾞﾙｸ湾内
  の自船上でﾍﾟｽﾄのため/59歳(誕生1353年)ｴｰﾘｸの親政が始まる
1412年10月30日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|応永19年9月25日|伊東祐安､曽井城を囲み､樺山教宗･北郷知久､曽井
  に救援に向かうが､敗北し高城に引き上げる
1412年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝ﾊﾟﾚｵﾛｶﾞｽとの条約更新
1412年11月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｼｬｲﾌ｣(~14210113死去
  )
1412年11月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾏﾘｸ･ｱﾙｱﾃﾞｨﾙ｣
1412年12月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ3世Stary｣
1412年12月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ4世Starszy｣(~1416年)､ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｺﾝﾗﾄ5世｣(
  ~14390910死去)兼ﾋﾞﾄﾑ公(~1427年)
1413年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ali Shah｣(~1420年)
1413年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Muhammad Shah｣(~同年)⇒｢Shihabuddin Bayazid Shah｣(
  ~1414年)
1413年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾏｼｬﾘ･ﾊﾞｲｴｼﾞﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1421.7死去)
1413年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞと協定を結んで連合関係を強化
1413年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Diego de Portocarrero｣(~1414年)
1413年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世平和伯｣ﾍﾙﾏﾝ2世の息子(~14580117死去､ﾍｯｾﾝはｵｰﾊﾞｰﾍｯｾﾝ
  とﾆｰﾀﾞｰﾍｯｾﾝに分裂)
1413年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Louis7世of Bavaria｣(~1416年)
1413年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾙｲ2世｣(~14360530死去)
1413年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾝﾘ4世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世(~1422年)
1413年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾋﾞｮﾙﾝ･ｴｲﾅﾙｿﾝ ﾖﾙｻﾗﾌｧﾘ｣(~1415年没)
1413年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣ﾕｰﾌｪﾐｱの長男(~1427年)
1413年1月15日-09:00|日本|愛知県名古屋市|応永19年12月13日|僧含讃､尾張国法輪寺に懸仏を施入
1413年1月20日-09:00|日本|  ||応永19年12月18日|<死去>上野･伊豆国守護｢上杉憲定｣38才/長男の憲基が継ぐ(
  12月29日~応永25年1月4日(14180209)死去)
1413年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣
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1413年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾀﾞｳﾗﾄ･ﾊｰﾝ･ﾛｰﾃﾞｨｰ｣(~1414年滅亡)
1413年2月1日-09:00|日本|  ||応永20年|<任命>奥州探題｢大崎満詮｣(~応永30(1423)年)
1413年2月1日-09:00|日本|京都府宇治市|応永20年|山城国宇治橋を架ける
1413年2月1日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永20年|如拙｢瓢鮎図｣を描く
1413年2月1日-09:00|日本|京都府京都市左京区|応永20年|京都金地院の渓陰小築図(伝明兆)できる
1413年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･重光5年|<廃位>後陳朝(大越)第2代皇帝｢重光帝(陳季拡)｣明軍の捕虜にな
  る)
1413年2月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|応永20年1月1日|熱田社焼失
1413年2月2日-09:00|日本|愛知県|応永20年1月2日|<死去>尾張国正眼寺･雲興寺の開山天鷹祖祐
1413年2月13日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|応永20年1月13日|<死去>天真自性(南条郡慈眼寺開山)
1413年2月14日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾃｨﾝｸﾞﾎﾌ｣
1413年2月14日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾄﾙｸ｣(14130513まで代行~141
  50817没)
1413年3月2日-08:00|中国|  ||明･永楽11年2月|明が貴州布政使司をもうけ､土司を廃止
1413年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王･ﾍﾚﾌｫｰﾄﾞ公･ﾚｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ4世ﾎﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾙｯｸ｣46歳(誕生136704
  03)
1413年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ5世｣ﾍﾝﾘｰ4世とﾒｱﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝの男子(~14220831死去35
  歳)
1413年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ司教ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(2期目~14170723)
1413年3月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮﾙｼﾞｵ･ｱﾄﾞﾙﾉ｣(~14150323)
1413年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛｰﾆ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵ
  ﾘｰﾉ･ｳﾞｨﾄｰﾗ｣
1413年4月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||武装蜂起団､王太子ﾙｲ･ﾄﾞ･ｷﾞｭｲｴﾝﾇのいる｢ｷﾞｭｲｴﾝﾇ館｣(4区｢ｻﾝ･ﾎﾟｰﾙ教会｣の隣)
  に押しかける
1413年5月17日-09:00|日本|  ||応永20年4月18日|伊達松犬丸(持宗)と懸田播磨守定勝入道玄昌が陸奥信夫郡の
  大仏城に立て籠もって反乱
1413年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘ王ﾗﾃﾞｨｽﾗｽがﾛｰﾏを占領/教皇ﾖﾊﾝﾈｽ23世がﾎﾞﾛｰﾆｬに逃亡
1413年6月7日-09:00|日本|  ||応永20年5月9日|<死去>犬王(道阿弥)(不明)猿楽師
1413年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｼｭｳﾞｨｴﾝﾄﾎﾞﾙ3世｣
1413年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｵｯﾄｰ2世｣(~14280327死去)､｢ｶｼﾞﾐｰﾙ5世｣(~1
  4350413死去)
1413年8月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｹﾌｧﾛﾆｱ島､ﾍﾞﾈﾂｨｱ共和国保護下に入る
1413年8月29日-09:00|日本|  ||応永20年8月3日|<死去>羽州探題｢最上満直｣満家が継ぐ(~応永31(1424)年)
1413年9月14日-09:00|日本|  ||応永20年8月19日|<死去>飛騨･出雲･隠岐国守護｢京極高光｣子の童子丸(持高)が
  継ぐ(~永享11年1月14日(14390129)死去)
1413年9月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世､ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨの港湾都市ｱﾙﾌﾙｰﾙ(ｵﾝﾌﾙｰﾙ)を陥落させる
1413年9月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ｣(2回目~14140106)
1413年9月25日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永20年9月|<伊集院頼久の乱(薩摩国)>島津久豊は渋谷一族を
  撃つために大隅国菱刈郡(鹿児島県伊佐市菱刈)に向けて出兵.清水城を留守にしたところ､伊集院頼久が夜襲.
  伊集院頼久の軍勢は清水城に乱入して火をかけ､城兵はことごとく討ち取られる.島津久豊は本拠地を奪われ､
  城を守っていた伊佐敷忠豊(佐多氏の一族)･伊地知季兼･北原弥二郎(梶原氏の一族)･北原太郎三郎･天辰式部
  二郎(本田氏庶流)らが戦死/佐多親久･大寺元幸･北原三郎太郎らは東福寺城に入って防戦.大隅国の下大隅(大
  隅国の南部)や向島(桜島)に援軍を求めた/伊集院頼久は軍を分けて､一隊に清水城を守らせ､自身は原良･小野
  (鹿児島市原良･小野町)に布陣/島津久豊は急ぎ鹿児島に戻って東福寺城に入った.下大隅･向島･谷山の兵が合
  流し､大軍をもって原良･小野の伊集院頼久を破る
1413年9月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｲﾝｺﾞﾙｼｭﾀｯﾄ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ3世｣
1413年9月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｲﾝｺﾞﾙｼｭﾀｯﾄ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ7世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ3世の息子(~1443年
  廃位)
1413年9月28日-09:00|日本|石川県|応永20年9月4日|<死去>太初継覚(足羽郡松陰寺開山で能登総持寺前住)
1413年10月-08:00|中国|  ||明･永楽11年冬|鄭和第4次遠征出立/本隊:蘇門答刺(ｽﾏﾄﾗ)-南ｲﾝﾄﾞ-忽魯謨厮(ｵﾙﾑｽﾞ
  )/分遣隊:-溜山(ﾓﾙﾃﾞｨﾌ)-木骨都刺(束)(ﾓｶﾞﾃﾞｨｼｵ)-不刺哇(ﾌﾞﾗﾜ)･麻林(ﾏﾘﾝﾃﾞｨ)-阿丹(ｱﾃﾞﾝ)･刺撤(ﾗｻ)･祖法
  児(ｽﾞﾌｧｰﾙ)-忽魯謨厮国(ｵﾙﾑｽﾞ)
1413年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞﾙﾄﾁｰﾉ｣｢ﾐｹﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾙｯﾁｮ｣
1413年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾎﾟﾝﾊｲﾑ=ｼｭﾀﾙｹﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯｢John4世｣
1413年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾎﾟﾝﾊｲﾑ=ｼｭﾀﾙｹﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯｢John5世｣(~14371024死去)
1413年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ大元帥ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚをはじめとするﾌﾗﾝｽ王軍(ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派)が｢ｱｻﾞﾝｸ
  ｰﾙの戦い｣でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王軍に大敗/ﾌﾗﾝｽ大元帥ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾚは戦死/ｵﾙﾚｱﾝ公ｼｬﾙﾙ(1440年多額の身代金で釈放)ら
  多くが捕虜となる
1413年10月25日-09:00|日本|沖縄県|応永20年10月|<死去>琉球南山国王｢汪応祖｣兄の達勃期に殺害される
1413年11月16日-09:00|日本|  ||応永20年10月23日|<死去>甲斐国守護｢武田信春｣信満が継ぐ(~応永24年2月6日
  (14170222)死去)
1413年11月24日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･重光5年11月|大越･陳朝重光帝はﾗｵに逃げるが捕虜となり護送途



1430迄(1296件)

  中に死去/後陳朝滅ぶ
1413年12月5日-09:00|日本|鹿児島県|応永20年11月12日|<伊集院頼久の乱(薩摩国)>島津久豊は鹿児島を奪回/
  原良で追い詰められた伊集院頼久は自害しようとしたが､吉田清正･蒲生清寛がこれを止め､両国老の助命のと
  りなしもあって､島津久豊はこれを許した/伊集院頼久は降伏して兵を退く
1413年12月6日-09:00|日本|京都府|応永20年11月13日|<死去>金峰明(65歳,前東福寺住持､但馬宗鏡寺開山)
1413年12月15日-09:00|日本|秋田県秋田市|応永20年11月22日|村岡国世､出羽国の河辺城に拠り持氏に反抗/こ
  の日持氏の兵同城を攻めて陥れる
1413年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾐｹｰﾚ･ｽﾃｰﾉ
1413年12月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽11年12月8日|李氏朝鮮が全国民に号牌を着用させる
1414年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾟﾗﾒｽﾜﾗ｣
1414年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｶﾞﾄ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~1424年死去)
1414年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Tughluq｣(~1442年)
1414年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Alauddin Firuz Shah1世｣(~同年)⇒｢Raja Ganesha｣(1期
  目~1415年)
1414年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾀﾞｳﾗﾄ･ﾊｰﾝ･ﾛｰﾃﾞｨｰ｣滅亡
1414年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Kebek Khan｣(~同年)⇒｢C
  hokra Khan｣(~1417年)
1414年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ朝ｼｬｰ･ﾙﾌがﾌｧｰﾙｽ占領(~1415)
1414年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｷｮﾍﾟｸ(ｹﾍﾞｸ)｣ﾄｸﾀﾐｼｭの三男(~同年)→｢ﾁｪｷﾚ｣(~1417年)
1414年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<建国>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ国(ｱﾙｼﾞｪﾘｱ南部)
1414年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ﾏﾘﾋﾟｴﾛ｣(~1415年)
1414年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1423年)
1414年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾙﾍﾞﾝ｣(~1419年)
1414年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾎﾟﾝﾊｲﾑ=ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Elizabeth｣(~1417年)
1414年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Diego de Terrazza｣(~1415年)
1414年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｲｪﾝｽ･ﾃﾞｭｰ｣(2回目~1416年)
1414年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ｺﾙﾁｭﾗ､ﾌﾞﾗﾁｭ､ﾌｳﾞｧﾙの各諸島がﾗｸﾞｰｻﾞに占領される(~1417年ｳﾞｪﾈﾂｨｱに割譲)
1414年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<辞職>第2代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣
1414年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ｺﾆｽﾊﾞﾗ｣(~1415年剥奪)
1414年1月4日-09:00|日本|鹿児島県|応永20年12月13日|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><小山田の戦い>伊集院頼久
  がふたたび軍事行動､薩摩国満家院の比志島久範を攻めた
1414年1月6日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢ｼﾞｮﾝ1世･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ卿｣
1414年1月6日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢ｼﾞｮﾝ2世･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾘｰ卿｣(~14371127死去)
1414年1月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでｵｰﾙﾄﾞｶｰｽﾙの乱が起こる
1414年1月12日-09:00|日本|福島県福島市|応永20年12月21日|鎌倉公方足利持氏が派遣した畠山修理大夫討伐軍
  に攻められ兵糧が尽き信夫郡の大仏城(伊達松犬丸(持宗),懸田播磨守定勝入道玄昌が反乱し立て籠もってい
  た)陥落
1414年1月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾄｰﾏｽ･ｸﾗﾝﾘｰ｣(~11月)
1414年1月22日-09:00|日本|  ||応永21年|<交替>対馬国守護｢宗貞茂｣⇒｢宗貞盛｣(~享徳元年6月22日(14520709)
  )
1414年1月22日-09:00|日本|  ||応永21年|<任命>駿河国守護｢今川範政｣(~永享5(1433)年5月27日死去)
1414年1月22日-09:00|日本|愛知県津島市|応永21年|常霊山本興寺(湖西市鷲津)開祖日乗､尾張大橋家の招請に
  より本蓮寺(池麩町)を開基
1414年1月22日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永21年|僧寂済･隆光･光国･永春･行英･行広､清涼寺の融通念
  仏縁起を描く
1414年1月22日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|応永21年|奥山金吾正定則､高根城(水窪町)築く
1414年1月22日-09:00|日本|静岡県牧之原市|応永21年|能登国総持寺の大寿宗彭､曹洞宗龍門山大興寺(相良町西
  萩間)建立
1414年1月23日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永21年1月2日|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><小山田の戦い>伊集
  院頼久の軍勢は小山田城(鹿児島市小山田)を囲むが､城主の小山田範清(比志島氏庶流)はよく守り城は落ちず
  ､伊集院勢は撤退
1414年2月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･永楽12年2月|明の永楽帝が第2次ﾓﾝｺﾞﾙ遠征､ｶﾗｺﾙﾑ支配で増長したｵｲﾗ
  ｰﾄを討つ
1414年3月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀﾃﾞｨﾄﾞ2世｣(~1441年)
1414年3月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾐﾗﾉ公と五年間の同盟
1414年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1414年4月23日-09:00|日本|  ||応永21年4月4日|<死去>美濃国守護｢土岐頼益｣持益が継ぐ(~康正2(1456)年利永
  に敗れて隠居)
1414年5月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢河崙｣(~14150623)
1414年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾛｽﾀｰ公･ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣(~14470223死去)
1414年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣ﾍﾝﾘｰ4世の三男(~14350914死去)
1414年5月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｲｲﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾋｽﾞﾙ･ﾊｰﾝ｣建国(~14210520死去)
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1414年6月25日-09:00|日本|  ||応永21年6月8日|<解任>加賀国守護｢斯波満種｣将軍の怒りに触れ高野山に閉居
1414年6月25日-09:00|日本|  ||応永21年6月8日|<任命>加賀南半国守護｢富樫満春｣(⇒応永25(1418)年11月22日
  加賀一国守護)､加賀北半国守護｢富樫満成｣(~応永25(1418)年11月22日解任)
1414年7月17日-09:00|日本|茨城県常総市|応永21年7月|僧嘆誉良肇､下総国飯沼に弘経寺を創建
1414年7月17日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永21年7月|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><給黎城攻防戦>島津久
  豊が吉田衆･蒲生衆らを率いて薩摩国給黎郡(鹿児島市喜入)に侵攻.給黎城を囲むが落とせず
1414年8月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲﾘｱ1世｣共同統治(1回目~14331102)
1414年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ1世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｽ｣
1414年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ2世｣(~14350202死去)
1414年9月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲｼｬｸ1世｣(~1429年死去)
1414年9月14日-09:00|日本|  ||応永21年8月|遠敷郡安養寺の仏殿と山門が造営される
1414年9月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽12年9月|朝鮮で倭人犯罪論決法を定める
1414年9月14日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永21年8月|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><給黎城攻防戦>伊集院
  頼久は給黎の松ヶ平･荒平に進軍.島津久世･伊作久義も応じて援軍を出す.島津久豊は､本田重恒(国老)を派遣
  して河邊勢･伊作勢を攻撃させるが敗れ､伊集院頼久は勢いに乗って給黎城に入った
1414年9月14日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽12年9月|明の永楽帝はﾍﾞﾄﾅﾑ固有の言語､風俗を否定し中国風制
  暴政を敷き､土地税､人頭税､軍役､労役を課す
1414年9月19日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永21年8月6日|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><給黎城攻防戦>島津
  久豊は鹿児島に撤退しようとしたところ､肥後国球磨郡(熊本県人吉市あたり)の相良氏の援軍が到着軍を反転
  再び伊集院頼久を薩摩国給黎城に攻め落城させた
1414年9月22日-09:00|日本|  ||応永21年8月9日|幕府が､道祖小路･天王寺の土民が油を商売することを禁止
1414年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾁｬｷ｣(2回目~1426年)
1414年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾄｾｯﾄ｣｢ﾐｹﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾗﾙﾄﾞ｣
1414年10月14日-09:00|日本|  ||応永21年9月|今川了俊｢言塵集｣成立させる
1414年10月14日-09:00|日本|三重県|応永21年9月1日|<北畠満雅の挙兵(伊勢国)>皇統が明徳の和約に反し持明
  院統から大覚寺統に譲られないことを不服とし幕府に条件履行を迫って伊勢で挙兵/満雅は幕府方の城や足利
  方についた北畠一族の木造俊康の坂内城を攻め落とし､坂内雅俊(木造俊康の実弟､坂内氏初代)を木造城に､実
  弟･顕雅(大河内氏初代)を大河内城に入れ､玉丸城･多気城･坂内城にも一族を配し満雅自身は阿坂城に入る
1414年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾙｺのｽﾙﾀﾝと平和条約
1414年11月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾀﾙﾎﾞｯﾄ卿ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(1回目~14200306)
1414年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣(~14350914)
1415年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾀﾞﾙﾊﾞｸ･ﾊｰﾝ｣
1415年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵｲﾗﾀﾞｲ･ﾊｰﾝ｣(~1425年没)
1415年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｷﾞｭﾗｰ国
1415年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Jalaluddin Muhammad Shah｣(1期目~1416年)
1415年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1417年)
1415年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第9代国王｢ｼｬｲﾌ･ｳｳﾞｧｲｽ2世｣ﾜﾘｰﾄﾞの子(~1421年)
1415年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢SabiradDin2世｣(~1422年死去)
1415年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｿﾏﾘｱ|  |||ｲｪｼｬｸ王､ﾑｽﾘﾑ王国ｲﾌｧﾄに侵入し王を殺害/ｲﾌｧﾄ王国は都をﾀﾞｶｰﾙに移し国名をｱ
  ﾀﾞﾙと改める
1415年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾁｳﾞﾗｰﾉ｣(~1417年)
1415年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴｽﾃ辺境伯｢ｱｯﾂｫ10世｣
1415年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾍﾞﾙﾄｩｯﾁｮ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1417年)
1415年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾀｯﾃﾞｵ｣(~14480621死去)
1415年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John6世｣(~14240817死去)
1415年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Lupo Terrazza｣(~1418年)
1415年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｽｳﾞｧﾝﾃｨﾎﾞﾙ2世｣(~1432年)
1415年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍はﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰを一時的に再占領(~1450年)
1415年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｱﾙﾆ･ｵﾗﾌｿﾝ｣(~1419年)
1415年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｳﾞｨｾﾞｳ公｢ｴﾝﾘｹ航海王子｣(~14601113死去)ｼﾞｮｱﾝ1世の三男
1415年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ｣(~14601230死去)
1415年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>第3代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ｺﾆｽﾊﾞﾗ｣(~14150805死去)
1415年 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||ﾖｰﾛｯﾊﾟで軸受付の羅針盤がこのころから使用される
1415年1月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<復位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ2世ﾄｳﾞﾙﾄｺｳﾞｨｯﾁ｣ﾊﾝｶﾞﾘｰが支持して内戦
  勃発復帰(2回目~8月)
1415年2月10日-09:00|日本|  ||応永22年|<任命>肥前国守護｢渋川満頼｣(~応永26(1419)年隠居)
1415年2月10日-09:00|日本|愛知県犬山市|応永22年|日峰宗舜､尾張国犬山に瑞泉寺を開創
1415年2月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|応永22年|<焼失>熱田大福田社
1415年2月10日-09:00|日本|沖縄県|明･永楽13年|<即位>琉球南山国王｢他魯毎｣(~1429年死去滅亡)
1415年2月10日-09:00|日本|京都府京都市|応永22年|日隆聖人によって京都油小路高辻と五条坊門の間に本応寺
  創建<法華宗本門流>
1415年2月10日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|応永22年|甲州深沢小次郎の後裔深沢一族､追分に移住し日蓮
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  宗妙泉寺を開基
1415年2月10日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永22年|日蓮宗の本久寺(浜松市都田町)創建
1415年2月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永22年|<建立>興福寺東金堂の金堂薬師像
1415年2月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永22年|<再建>興福寺東金堂
1415年2月10日-08:00|中国|  ||明･永楽13年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1415年2月10日-08:00|中国|  ||明･永楽13年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅｸｼ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣(~1418年死去)
1415年3月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾞﾙﾅﾊﾞ･ｶﾞﾙｺ｣(~7.3)
1415年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞｯﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣｢ｼﾙﾍﾞｽﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ｣
1415年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢ﾜﾚﾗﾝ3世｣
1415年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~14300804死去)ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公およびﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公
  .ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭとﾜﾚﾗﾝ3世の娘ｼﾞｬﾝﾇの子
1415年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯(~14400920死去)
1415年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣
1415年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Otto4世｣
1415年5月15日-09:00|日本|三重県松阪市|応永22年4月7日|<北畠満雅の挙兵(伊勢国)>第4代将軍足利義持は､土
  岐持益を大将とし伊勢に侵攻､阿坂城まで迫るが､攻め落とすことができず
1415年6月8日-09:00|日本|  ||応永22年5月2日|<更迭>関東管領｢(犬懸)上杉氏憲(禅秀)｣
1415年6月24日-09:00|日本|  ||応永22年5月18日|<任命>関東管領｢上杉憲基(山内)｣(~応永24(1417)年4月28日
  死去)
1415年7月-08:00|中国|  ||明･永楽13年|鄭和第4次遠征本隊帰国
1415年7月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾏｿ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾌﾚｺﾞｰｿ｣(1期目~14211123ﾐﾗﾉにより
  支配)
1415年7月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第205代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ12世｣
1415年7月6日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱの宗教家ﾔﾝ･ﾌｽが火刑に処せられる(ﾌｽ戦争の発端)
1415年7月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾗﾝｶｽﾀｰ公の娘でﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｭｱﾝ1世の妃ﾌｨﾘﾊﾟが病没(誕生:1
  359)
1415年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ5世を廃位させようとした貴族たちの陰謀が発覚し､関係者が処刑される
1415年8月5日-09:00|日本|  ||応永22年秋|浄土宗第七祖了誉聖冏上人が無量山伝通院寿経寺建立
1415年8月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世､1400艘の船で海峡を渡りﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ北岸ﾗ･ｴｰｳﾞに上
  陸し､｢英仏戦争｣が再開
1415年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ5世がﾌﾗﾝｽへ進撃開始
1415年8月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｺｲﾝﾌﾞﾗ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ｣(~14490520死去)ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｮｱﾝ1世の次男､摂政
1415年8月15日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｮｱﾝ 1世とｴﾝﾘｹ航海王子を含む3人の王子の指揮する大艦
  隊が､北ｱﾌﾘｶのｾｳﾀを占領
1415年8月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾄﾙｸ｣
1415年8月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ8世｣
1415年8月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｱｸﾞﾈｽ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ｣(~1425年~143
  5年死去)
1415年8月29日-09:00|日本|愛媛県松山市|応永22年7月25日|河野通之､被官重見通勝と温泉郡御幸寺山で戦って
  敗死､ついで子通元ら重見氏を日高山城に攻めて自殺させる
1415年9月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾗﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ｽﾎﾟﾝﾊｲﾑ｣(~14240331
  没)
1415年9月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro de Meneses｣(1期目~1424年)
1415年9月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｾｳﾀはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが所有
1415年9月4日-09:00|日本|愛知県知多郡美浜町|応永22年8月|覚慶､尾張国大御堂寺の大日如来坐像を造立
1415年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾏｲｹﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣
1415年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾏｲｹﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(~10.25死去)
1415年9月21日-09:00|日本|愛知県豊川市|応永22年8月18日|一色義範､三河国御津大明神の社殿を建立
1415年9月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世の包囲を受けたｱﾙﾌﾙｰﾙ(ｵﾝﾌﾙｰﾙ)が降伏
1415年9月22日-09:00|日本|三重県|応永22年8月19日|<北畠満雅の挙兵(伊勢国)>第4代将軍足利義持は後亀山法
  皇の仲介のもと北畠満雅と和睦
1415年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･
  ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1415年10月3日-08:00|中国|  ||明･永楽13年9月|明が科挙用教科書の3大全｢五経大全｣｢四書大全｣｢性理大全｣を
  完成
1415年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1415年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~14210421死去)
1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣
1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ3世｣
1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢
  ｱﾝﾄﾆｰ｣ﾌﾗﾝｽのｱｼﾞｬﾝｸｰﾙで行われた戦いで戦死
1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣(~14640525死去)



1430迄(1296件)

1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ公｢ﾙｲ1世｣(~14300623死去)
1415年10月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ4世｣(~14270417死去)
1415年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ騎兵(｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣貴族主体の軍)､ﾌﾗﾝｽ北部のﾊﾟ･ﾄﾞ･ｶﾚｰのｴﾀﾞﾝ近
  くの｢ｱｻﾞﾝｸｰﾙの戦い｣で､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世の｢長弓隊｣に大敗
1415年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>第2代ﾖｰｸ公･ｵﾏｰﾙ公･ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣
1415年10月25日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Edward｣
1415年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾏｲｹﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣
1415年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾖｰｸ公｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(⇒14250128兼ﾏｰﾁ伯･ｱﾙｽﾀｰ伯~14601
  230死去)
1415年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(⇒14440914ｻﾌｫｰｸ侯爵⇒14480702ｻﾌｫｰｸ公
  ~14500502死去)
1415年11月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢成石ﾘﾝ｣(~14160620)
1415年11月27日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢John｣(~14350914死去)
1415年12月18日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ盟約者団がｱｰﾙｶﾞｳを占領/最初の｢共同支配地｣と
1415年12月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の子で王太子のｷﾞｭｲｴﾝﾇ公ﾙｲが死去し､弟｢ﾄｩｰﾚｰﾇ公｣ｼﾞｬﾝ(ｼﾞｬﾝ
  ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ)が王太子となる
1415年12月26日-09:00|日本|  ||応永22年11月25日|将軍義持が琉球の尚思紹に返書を送る(日琉国交の始め)
1416年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｳﾝ･ﾑｱﾝ(ｻｰﾑｾｰﾝ･ﾀｲ)王｣
1416年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾊﾟﾝ｣(~1425年)
1416年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾗｰﾝ･ｶﾑﾃﾞｰﾝ王｣(~1428年死去)
1416年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Raja Ganesha｣(2期目~1418年)
1416年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅｸｼ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬの子ｼｬｰﾋ･ｼﾞｬ･ﾊｰﾝの子(~1418年
  )
1416年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ朝のｼｬｰ･ﾙﾌがｹﾙﾏｰﾝを占領
1416年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Ibrahim2世･ﾍﾞｲ｣(~1418年)
1416年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ3世｣
1416年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Georges de la Tremoille｣(~1422年)
1416年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ6世Dziekan｣(~14270903死去)､｢ｺﾝﾗﾄ8世｣(~1427年);ﾋ
  ﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ7世｣(~1450年)
1416年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世｣(~1475年死去)
1416年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞｨｵﾆﾂｨｴ4世 ﾗｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1418年)
1416年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~14820725死去)
1416年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Jean Dunois｣(~1417年)､｢Charles of Le Maine｣(~1417年)､｢Charles o
  f Valois｣(~1417年)
1416年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ伯｢Marie of Valois｣(~1434年)
1416年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<昇格>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ8世｣⇒ｻｳﾞｫｲｱ公(~14400106譲位~14510107死去)
1416年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ1世｣ｱﾗｺﾞﾝ王ｱﾙﾌｫﾝｿ5世(~1458年)ﾅﾎﾟﾘ王国を征服し正式に2つの
  王国を統合
1416年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ=ｼｭﾃﾙﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ3世｣ﾖﾊﾝ2世の息子(~1438年死去)
1416年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Henri Mulso｣
1416年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ公｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14261231死去)
1416年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｴﾝﾘｹ航海王がｻｸﾞﾚｽを拠点に探検航海を開始
1416年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｿｰ島のﾌﾗﾝｽの修道院は閉鎖されﾍﾝﾘｰ5世の領地の一部となる(~1717年
  まで無人)
1416年1月30日-09:00|日本|  ||応永23年|<交替>相模国守護｢三浦高明｣解任⇒｢上杉定頼｣(~応永33(1426)年)
1416年1月30日-09:00|日本|  ||応永23年|<死去>安房国守護｢木戸満範｣⇒｢上杉定頼｣(~不詳)
1416年1月30日-09:00|日本|沖縄県|応永23年|<死去>琉球北山国王｢攀安知｣滅亡
1416年1月30日-09:00|日本|沖縄県|応永23年|尚巴志が北山王国を討伐/北山王の攀安知を攻め滅ぼした(琉球)
1416年1月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|応永23年|今川範政､高天神城を築き､山内玄蕃正久通に城代命じる
1416年1月30日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|応永23年|吉良義真､在天弘雲を開山に､広沢山普済寺(浜松市広
  沢町)末で曹洞宗寺院の宝蔵山宗源院(浜松市蜆塚町)開基
1416年1月30日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽14年初|藍山地域で勢力を持つ豪族,黎利は蜂起の指導部18人と
  ともに､隴崖(清化)で宣誓会を行い､宣誓文を読み上げ反明蜂起
1416年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~12月)
1416年2月7日-09:00|日本|京都府京都市北区|応永23年1月9日|北山に造営中の七重塔､雷火で焼失
1416年2月11日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|応永23年1月13日|島津久世は宿舎としていた千手堂坊(場所は清
  水城の域内か)で自害/従者11人も殉死
1416年3月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公･ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1416年3月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼﾞｬﾝ｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｼﾞｬﾝ3世｣ｼｬﾙﾙ6世の四男で4人目の王太子(~14
  170405死去)
1416年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣初代伯の孫(~14550522死去)
1416年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ｳﾞｨﾄｰﾗ｣
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1416年4月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王兼ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾗﾝ1世
  ｱﾝﾃｹﾗ｣(誕生1379年頃)
1416年4月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ5世｣兼ｼﾁﾘｱ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ1世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ
  伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ4世寛大王｣ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世とﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾌﾞﾙｹﾙｹの息子(~14580627死去52歳)
1416年4月3日-09:00|日本|京都府京都市|応永23年3月6日|五条万里小路より失火､数10町焼亡
1416年5月5日-09:00|日本|静岡県富士宮市|応永23年4月8日|日伝､大石寺との係争に敗れたため､小泉久遠寺を
  蓮蔵坊と定め日郷門徒の総本寺とし､弟子円乗坊日宣に譲る
1416年5月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｧﾅﾂｨｱ艦隊が､ｶﾞﾘﾎﾟﾘでｵｽﾏﾝ海軍を撃破
1416年6月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢南在｣(~11.20)
1416年6月29日-09:00|日本|愛知県津島市|応永23年6月5日|尾張国津島社本社の遷宮が行われる
1416年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢John Holland｣(~14470805死去)
1416年7月8日-09:00|日本|長野県大町市|応永23年6月14日|仁科盛房､安曇郡仁科神明の式年造営を行ひ､是日､
  遷宮
1416年7月25日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永23年7月|仙洞御所焼亡
1416年8月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾍﾝﾘｰ5世とﾄﾞｲﾂ皇帝ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄの同盟のｶﾝﾀﾍﾞﾘ条約が結ばれる
1416年9月6日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾊﾙﾄﾏﾝ2世｣
1416年9月6日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ卿｢ｳﾞｫﾙﾌﾊﾙﾄ1世｣(~1418年)
1416年9月21日-09:00|日本|愛知県一宮市|応永23年9月|尾張国妙興寺住持恵嶷､南浦紹明像を修理し､滅宗宗興
  像を造立
1416年10月1日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾙﾀの領主｢ﾔｺﾌﾞ･ﾌﾞｱ･ｼｭﾊﾟﾀ｣
1416年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾐｹﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾙｯﾁｮ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ･ﾍﾞﾝｳﾞｪｸﾞ
  ﾇｰﾃﾞｨ｣
1416年10月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ寛大公｣
1416年10月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ勝利公｣(~1428年),｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世平和公｣(~1428年)
1416年10月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永23年10月2日|<上杉禅秀の乱(相模国､武蔵国､駿河国､甲斐国)
  >戌の刻頃､足利満隆が御所近くの宝寿院に入り挙兵し､上杉氏憲と共に関東公方足利持氏･憲基拘束に向かう/
  化粧坂では持氏方の三浦高明が守備に就くなどしていたが､鎌倉は混乱しその隙に持氏らは家臣に連れられて
  脱出/その後､氏憲と満隆は合流した諸氏の兵と共に鎌倉を制圧下に置いた
1416年10月26日-09:00|日本|神奈川県小田原市|応永23年10月6日|<由良浜合戦>足利持氏･上杉憲基･佐竹義憲､
  小田原に敗走/江戸遠江守･今川三河守式部大輔朝広･畠山伊豆守討死/足利持氏､小田原にて土肥･土屋氏に攻
  められ､箱根別当證実(大森頼春弟)の許に逃れる/一色兵部大輔憲元･一色右馬助･今川修理亮討死
1416年10月28日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|応永23年10月8日|<死去>扇谷上杉家当主｢上杉氏定｣(43歳)上杉禅
  秀の乱に出陣し､反乱軍に敗れ負傷し､藤沢道場において自刃
1416年10月30日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|応永23年10月10日|奈古谷国清寺の足利持氏･山内上杉憲基2百
  余人､上杉禅秀方狩野介茂直を大将に伊豆山権現衆徒540人に攻められる/木戸左近将監満範ら21人､上杉憲基･
  佐竹義憲を越後に落とさせてから高矢倉にて討死
1416年11月15日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾄﾞ･ﾄｳﾞｨｱ｣(~14360414)
1416年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ公｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣ﾄﾞｰｾｯﾄ伯(~14261231死去)
1416年11月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳廷顕｣(~14180708)
1416年11月20日-09:00|日本|  ||応永23年11月|<交替>豊後国守護｢大友親世｣⇒｢大友親著｣(~応永33年11月29日
  (14261227)死去)
1416年12月6日-09:00|日本|  ||応永23年11月17日|<死去>近江国守護｢六角満高｣満綱が継ぐ(~嘉吉元(1441)年
  解任)
1416年12月9日-09:00|日本|  ||応永23年11月20日|<死去>伏見宮栄仁親王(66歳)皇族
1416年12月16日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣(~14240406)
1416年12月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永23年12月6日|松山城主上田上野介鎌倉六本松にて討ち死に
1417年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王ﾗｰﾝ･ｶﾑﾃﾞｰﾝ王(~1428年)
1417年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ朝のﾊﾞﾝｶﾞﾙの要塞を包囲
1417年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Jabbar Berdi Khan｣(~14
  19年死去)
1417年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国(青帳ﾊﾝ)ﾊﾝ｢ｼﾞｬｯﾊﾞｰﾙ･ﾍﾞﾙﾃﾞｨ｣ﾄｸﾀﾐｼｭの四男(~1419年)
1417年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1420年)
1417年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ﾎﾞﾘｿｸﾞﾚﾌﾟｽｷｰ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1418年)
1417年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Shah Husayn｣(~1424年)
1417年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｴｼﾞﾃﾞｨｵ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1418年)
1417年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝がｽﾞﾙ･ｶｰﾃﾞｨﾙ国を服属
1417年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾔｺﾎﾟ･ﾀﾞﾙﾈﾘｵ｣(~1419年)
1417年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ｣(~1419年)
1417年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ伯｢ﾙﾈ1世｣(~1425年)
1417年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Francesco Orsini｣(⇒1436年ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公~1456年死去)
1417年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ﾔｺﾌﾞｾﾝ･ﾙﾝｹﾞ｣(2時間目~1423年)
1417年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢Lenihan von Weideburg｣(~1419年)
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1417年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ9世｣(~14570417死去)､｢ﾊﾞﾙﾆﾑ7世年長公
  ｣(~14500922死去)
1417年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢Louis3世｣(~1436年)
1417年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<昇格>ｸﾚｰﾌｪ=ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世｣⇒ｸﾚｰﾌｪ公･ﾏﾙｸ伯(~14480923死去)
1417年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ﾖﾊﾝ3世｣(~1425年)
1417年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱをｵｽﾏﾝ帝国が統治(~14440302)
1417年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Letherland｣(~1418年)
1417年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ｱｽﾃｶ第3代国王｢ﾁﾏﾙﾎﾟﾎﾟｶ｣ｳｨﾂｨﾘｳｨﾄﾙの息子(~1427年)
1417年1月9日-09:00|日本|静岡県|応永23年12月22日|駿河に攻め入った上杉禅秀方岩松治部大輔持国を､横尾･
  長尾が防ぐ
1417年1月12日-09:00|日本|埼玉県|応永23年12月25日|上杉憲方､江戸･豊島･二階堂らと入間川に戦い敗走
1417年1月15日-09:00|日本|神奈川県|応永23年12月28日|夜､入江庄北に陣した上杉禅秀方千葉･小山･佐竹･三浦
  ･芦名･川越･宇都宮4万騎を､入江宿山西に陣した足利持氏方由比･入江･高橋･竹下2百騎乱射し夜襲/禅秀側敗
  走し箱根水呑に陣/先陣葛山次郎備中守維元･荒河治部大輔･大森式部大輔氏頼･瀬名陸奥守､足柄越え曾我･中
  村攻落し小田原陣/朝比奈･三浦･北条･小鹿､箱根山越え､伊豆山衆徒と土肥･土屋･中村･岡崎攻落とし､小田原
  国府津前川に陣
1417年1月18日-09:00|日本|鹿児島県|応永24年|<伊集院頼久の乱(薩摩国)><河邊の戦い>島津久豊は河邊の総州
  家を攻める/河邊の松尾城を守る総州家老中の酒匂紀伊守が島津久豊に内応し､島津久豊の兵が松尾城に入り､
  河邊城(平山城)を攻めようと構えた⇒<鳴野原合戦>島津久豊軍の大敗北/和泉直久･和泉忠次･蒲生清寛･伊地
  知将監･田代久助･上井筑前守･禰寝清平･禰寝清息(清平の弟)などが戦死/河邊城(平山城)を攻撃していた島津
  久豊の本隊も苦戦し､松尾城へ退いた/和平はなり島津久豊は鹿児島に帰った⇒伊集院頼久の谷山城(鹿児島市
  谷山)を島津久豊が3000騎を率いて攻め､伊集院頼久は降伏/伊集院頼久の反乱は､これにて終結
1417年1月18日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽15年|明は安南国を交趾郡に変えて国土を併合/人口520万人
1417年1月18日-09:00|日本|  ||応永24年1月|<交替>下総国守護｢千葉満胤｣隠居⇒子の｢千葉兼胤｣(~永享2(1430
  )年6月17日死去)
1417年1月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市瀬谷区|応永24年1月1日|<世谷原の戦い(武蔵国)>世谷原の戦いで氏
  憲軍が江戸･豊島連合軍を破り､押し返すがその間隙を突いて今川軍が相模に侵攻
1417年1月26日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|応永24年1月9日|今川範政の部将三浦次郎左衛門･石川相
  模守､関東の諸家と共に上杉禅秀が箱根山の陣を攻める/足利持仲･足利満隆･上杉禅秀は鎌倉へ逃げる
1417年1月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永24年1月10日|今川方の部将江戸･豊島は二隊に分かれて鎌倉に
  攻入る/禅秀子宝性院快尊法印の雪下御坊で､足利持仲･足利満隆･上杉禅秀･子上杉伊予守憲方･子上杉五郎憲
  春･武蔵守護代兵庫助氏春ら一族42人･従者57人自害/犬懸上杉家は滅亡
1417年2月1日-09:00|日本|  ||応永24年1月15日|<死去>冷泉為尹(57歳)権大納言､歌人
1417年2月11日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|応永24年1月25日|上杉禅秀方第十代原下総守忠政､金沢合戦
  で討死
1417年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1417年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~14620226死去)
1417年2月22日-09:00|日本|山梨県山梨市|応永24年2月6日|<死去>甲斐･安芸国守護｢武田信満｣鎌倉府の命で上
  杉憲宗に攻められ木賊山で自害
1417年2月23日-09:00|日本|京都府京都市|応永24年2月7日|山科郷民と醍醐郷民との抗争で､侍所の兵が向かい
  侍所･民家数百軒が焼失
1417年2月28日-09:00|日本|  ||応永24年2月12日|<死去>伏見宮治仁王(48歳)皇族
1417年3月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第19代皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ4世｣(~1429.10)
1417年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾏﾄﾞﾛｰ
  ﾆ｣
1417年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾚｰﾇ公･ﾍﾞﾘｰ公｢ｼﾞｬﾝ｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｼﾞｬﾝ3世｣
1417年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ｣ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の子(⇒ｼｬﾙﾙ7世~14610722死去)兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯(
  ~14221021)
1417年4月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ=ﾉｲﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾙﾘﾋ1世｣
1417年4月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ=ﾉｲﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｳﾙﾘﾋ1世の息子､共同
  統治者(~1423年);｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣ｳﾙﾘﾋ1世の息子(~1466年)
1417年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ国王･ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯･ﾒｰﾇ伯｢ﾙｲ2世｣39歳
1417年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ対立王｢ﾙｲｰｼﾞ3世｣(~1426年)兼ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯･ﾒｰﾇ伯｢ﾙ
  ｲ3世｣ﾅﾎﾟﾘ王･ﾌｫﾙｶﾙｷｴ伯･ﾋﾟｴﾓﾝﾃ伯(~14341112死去31歳)
1417年5月10日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|応永24年4月24日|足利持氏が常陸国稲木城を攻略
1417年5月12日-09:00|日本|  ||応永24年4月26日|<辞任>関東管領｢上杉憲基(山内)｣
1417年5月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ3世｣
1417年5月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ4世｣(~14190702死去)
1417年5月17日-09:00|日本|  ||応永24年5月|山入与義は､常陸守護佐竹義意に対する反発から､甲斐武田氏らと
  ともに兵を挙げる
1417年5月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣兼ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ4世｣
1417年5月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ﾖﾊﾝ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の3男.ｼﾞｬｸﾘ
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  ｰﾇと争う(~14250106死去)､公女･ｴﾉｰ伯｢ｼﾞｬｸﾘｰﾇ｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世の娘(~14330412廃位)
1417年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王軍､ﾌﾗﾝｽ艦隊(ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派)を破る
1417年6月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｳﾞｧﾛｰﾅを占領
1417年6月14日-09:00|日本|埼玉県|応永24年5月29日|上杉禅秀与党の岩松満純が再度そむいて武蔵入間川の戦
  いに敗れて捕らえられる
1417年6月27日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|応永24年閏5月13日|<死去>岩松満純(不明)武将/入間川の戦いで足
  利持氏に敗れて捕縛され､鎌倉･竜の口で斬首
1417年7月14日-09:00|日本|  ||応永24年6月|<任命>甲斐国守護｢武田信元｣(~応永26(1419)年)
1417年7月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Waldemar4世｣
1417年7月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾀﾞｰﾗﾑ司教ﾄｰﾏｽ･ﾗﾝｸﾞﾚｲ｣(2期目~14240716)
1417年7月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<解任>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ13世｣
1417年8月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ遠征>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王軍､ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨに上陸
1417年8月12日-09:00|日本|  ||応永24年6月30日|<再任>関東管領｢上杉憲基(山内)｣(~応永25(1418)年1月4日死
  去)
1417年9月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨに侵攻していたｲｷﾞﾘｽのﾍﾝﾘｰ5世がｶｰﾝ市を攻略
1417年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ
  ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1417年10月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>205代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ12世｣享年92
1417年11月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ3世｣
1417年11月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ8世｣(~1419年退位)
1417年11月10日-09:00|日本|熊本県熊本市中央区|応永25年10月2日|熊本藤崎八幡宮の女神像できる
1417年11月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第206代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ5世｣(~14310220死去)
1417年12月-08:00|中国|  ||明･永楽15年冬|鄭和第5次遠征(東ｱﾌﾘｶ)出立/本隊は前回と同じくｱﾃﾞﾝまで到達し
  たが､途中で分かれた分隊はｱﾌﾘｶ大陸東岸のﾏﾘﾝﾃﾞｨにまで到達
1417年12月7日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永24年10月29日|清水寺北斗堂焼失
1417年12月8日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永24年10月30日|足利義嗣は京都を脱出するが､間もなく義
  持側近であった富樫満成に高雄で捕らえられ､義嗣の身柄は仁和寺から相国寺へ幽閉されて出家させられた
1417年12月9日-09:00|日本|  ||応永24年11月|<解任>伊勢国守護｢土岐持頼｣
1417年12月11日-09:00|日本|愛知県豊川市|応永24年11月3日|一色義貫ら､三河国菟足大明神の社殿を再興
1417年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王妃ｲｻﾞﾎﾞｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞｳﾞｨｴｰﾙと､故ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(豪胆公)の長男｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ1
  世､ﾊﾟﾘの南東ﾄﾛﾜに｢対立政府｣を樹立
1418年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｻﾃﾞｨｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1429年)
1418年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Jalaluddin Muhammad Shah｣(2期目~1433年)
1418年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾜｲｽ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬの子ｼｰﾙ･ｱﾘｰの子(~1421年)
1418年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣
1418年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ｸﾞｯｿｰﾆ｣(~1419年)
1418年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ2世｣(~1433年没)
1418年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾃﾞｭｴｯｶｰ｣(~1421年)
1418年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Izzeddin Hamza･ﾍﾞｲ｣(~1426年)
1418年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾐﾊﾞﾝﾌﾞｴ1世ｾｶﾛﾝｺﾞﾛ1世ﾑﾀﾊﾞｼﾞ｣(~1444年)
1418年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Ruggiero de Serriano｣(~1428年)
1418年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ卿｢ｳﾞｫﾙﾌﾊﾙﾄ2世｣(~1459年没)
1418年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Edward Holland｣(~1419年)
1418年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾜﾚﾝﾛｰﾃﾞのﾖﾊﾈ｣(~1419年)
1418年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ5世｣ﾖﾊﾝ4世の息子(~1442年)ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世と共同統治
1418年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<退任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｲｴﾙﾝのﾖﾊﾈ｣
1418年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚｲ｣(~14210322死去)
1418年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1462年死去)
1418年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Fazakerley｣(~1422年)
1418年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌｧﾘ｣(~1426年)
1418年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1418年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾏﾃﾞｲﾗ諸島に進出
1418年1月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣
1418年1月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ3世｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の弟(~14290310死去ﾅﾐｭｰﾙ伯領はﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ
  公家のものとなった)
1418年1月31日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾙﾁｬ1世老公｣
1418年2月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ卿｣(~6月)
1418年2月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐｶｴﾙ1世｣(~1420年4月没)
1418年2月6日-09:00|日本|  ||応永25年|<死去>伊勢北半国･志摩国守護｢世保康政｣持頼が継ぐ(~応永31(1424)
  年)
1418年2月6日-09:00|日本|  ||応永25年|<任命>安芸国守護｢山名教孝｣(~応永26(1419)年)
1418年2月6日-09:00|日本|  ||応永25年|<任命>佐渡国守護｢高師英｣(~不詳)
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1418年2月6日-09:00|日本|  ||応永25年|<任命>常陸半国守護｢山入与義｣(~応永29年閏10月13日(14221127)死去
  )
1418年2月6日-09:00|日本|  ||応永25年|<変更>常陸国守護｢佐竹義人｣⇒半国守護(⇒応永29年閏10月13日(1422
  1127)常陸国守護)
1418年2月6日-09:00|日本|青森県平川市|応永25年|南部守行､安藤教季(盛季の次男)が守る大光寺城を攻撃､安
  藤伊勢守が守る藤崎城を落城させる
1418年2月6日-08:00|中国|  ||明･永楽16年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅｸｼ･ｼﾞｬﾊｰﾝ｣
1418年2月6日-08:00|中国|  ||明･永楽16年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾜｲｽ｣(~1421年死去)
1418年2月7日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽16年1月2日|ﾍﾞﾄﾅﾑで黎利が清化藍山で反明蜂起､自らを平定王(ﾋﾞ
  ﾝﾃﾞｨﾝｳﾞｫﾝ)と称した
1418年2月9日-09:00|日本|  ||応永25年1月4日|<死去>関東管領･上野国守護･伊豆国守護｢上杉憲基(山内)｣
1418年2月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ8世偉大公｣
1418年2月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ9世｣(~14461207死去)
1418年3月1日-09:00|日本|  ||応永25年1月24日|将軍足利義持が実弟の義嗣を反乱煽動者として処刑
1418年3月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･永天1年2月|<即位>大越｢太祖｣/永天と改元(~1428年)
1418年3月10日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖｰﾊﾝ2世the Pitiless｣ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ｹﾞﾙﾘｯﾂの2番目
  の夫(~14250106死去)
1418年3月20日-09:00|日本|  ||応永25年2月13日|幕府､日野持光を殺し､ついで山科教高を殺害
1418年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ﾍﾞｯﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣
1418年4月8日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永25年3月3日|相国寺門前8町焼亡
1418年4月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｬｺﾓ｣ﾃｵﾄﾞﾛ2世の子(~14450312死去)
1418年5月6日-09:00|日本|千葉県|応永25年4月|<上総本一揆(上総国)>上総国の武士達による一揆発生/鎌倉公
  方足利持氏は重臣の一色左近大夫将監を派遣するとともに常陸国鹿島氏らの武士にも加勢を命じた
1418年5月28日 19:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||夜､ﾊﾟﾘの｢ｻﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾚ門｣(6区)が開かれ､入り込んだｳﾞｨﾘｴ･ﾄﾞ･ﾘﾗﾀﾞﾝが､
  王太子ｼｬﾙﾙ(のちのｼｬﾙﾙ7世)の同調者数百人を虐殺
1418年5月29日-09:00|日本|和歌山県田辺市|応永25年4月24日|紀伊国熊野社僧ら､同国守護畠山満家と同国田辺
  で戦闘
1418年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣が､｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣が支配するﾊﾟﾘから王妃ｲｻﾞﾎﾞｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞｳﾞｨｴｰﾙを誘
  い出し､逆にﾊﾟﾘを攻め､｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ伯｣ﾍﾞﾙﾅｰﾙ7世をはじめ5千人を惨殺/以降｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣がﾊﾟﾘと王を支配する
  ようになる
1418年7月2日-09:00|日本|千葉県市原市|応永25年5月28日|<上総本一揆(上総国)>鎌倉公方軍は上総八幡(現在
  の千葉県市原市八幡)に集結して一揆側の本拠である平三城を攻め落として一揆軍を退散させた
1418年7月8日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓尚敬｣(~10.2)
1418年7月11日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ6世ｱﾝﾌﾞﾝﾃﾞｨ｣(~14240514没)
1418年7月28日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永25年6月25日|大津の馬借数千人が米売買の非法を強訴し
  祇園社に乱入
1418年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍が､ﾙｰｱﾝの攻囲を開始
1418年9月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ2世ｵｽﾄｲｯﾁ｣(~1420年7月)
1418年9月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽16年8月10日|<即位>李氏朝鮮国王｢世宗｣(~14500330死去)
1418年9月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽16年8月10日|<退位>李氏朝鮮国王｢太宗(李芳遠)｣
1418年9月10日-09:00|日本|福井県|応永25年8月10日|<死去>越前･遠江･尾張国守護｢斯波義重｣義淳が継ぐ(~永
  享5年12月1日(14340111)死去)
1418年9月15日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ibrahim1世｣
1418年9月15日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Khalilullah1世｣(~1465年死去)
1418年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣
1418年10月2日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢沈温｣(~14190102)
1418年10月14日-09:00|日本|千葉県|応永25年9月15日|<任命>上総国守護｢宇都宮持綱｣(~応永27(1420)年)
1418年10月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶﾅﾘｱ諸島王｢Enrique de Guzman｣(~1425年)
1418年10月29日-09:00|日本|京都府京都市|応永25年10月|<任命>山城国守護｢一色義貫｣(~応永28(1421)年)
1418年11月17日-09:00|日本|愛知県安城市|応永25年10月20日|三河国金沢村氏子､八幡社の社殿を再興
1418年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣
1418年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(⇒14430828ｻﾏｾｯﾄ公に昇爵~14440527死去消
  滅)
1418年12月19日-09:00|日本|石川県|応永25年11月22日|<交替>加賀北半国守護｢富樫満成｣追放⇒加賀国守護｢富
  樫満春｣(~応永34年6月9日(14270703)死去)
1418年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの王太子ｼｬﾙﾙが､摂政に就任することを宣言
1418年12月29日-09:00|日本|京都府京都市|応永25年12月2日|<就任>関白｢九条満教｣(~応永31年4月20日)
1419年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ4世｣ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ3世の息子(~1438年)
1419年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国がﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝ﾌｨﾛｰｽﾞを破る
1419年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Dervish Khan｣(~同年)⇒
  ｢Qadeer Berdi Khan｣(~同年)⇒｢Hajji Muhammad Khan｣(~同年)⇒｢Ulugh Muhammad｣(1期目~1423年)｢Dawlat B
  erdi｣(~1421年)
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1419年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾀﾞﾙｳﾞｨｰｼｭ｣(~同年)⇒｢ｵﾗﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1421年)
1419年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾛﾚﾀﾞｰﾉ｣(~1421年)
1419年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝のﾌﾞﾙｻで｢緑のﾓｽｸ｣が完成
1419年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾓﾛｼﾞｰﾆ｣(~1421年)
1419年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~1450年)､｢ｳﾙﾘﾋ5世最愛伯｣(~1480年)
1419年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾏﾘﾉ･ﾊﾟｯﾁ｣(~1420年)
1419年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｳﾝｸﾞ｣(~1426年)
1419年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞｨｵﾆﾂｨｴ･ﾏﾙｶﾘ｣(~1421年)
1419年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣(~1467年)
1419年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Thomas Langholme｣(~同年)⇒｢John of Lancaster｣(~1435年)
1419年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ9世｣(~1427年退位)
1419年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｷﾞﾀﾞﾝﾄﾆｵ1世｣(~1443.2死去)
1419年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ8世｣
1419年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｱﾙﾌｨﾇｰﾙ･ｿｰｽﾀｲﾝｿﾝ｣(~1420年)
1419年1月2日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳廷顕｣(~14240929)
1419年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾙｰｱﾝが陥落し､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍がﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨを占領
1419年1月26日-09:00|日本|  ||応永26年|<交替>遠江国守護｢今川泰範｣⇒｢斯波義淳｣尾張･越前国守護(~永享5
  年12月1日(14340111)死去)
1419年1月26日-09:00|日本|  ||応永26年|<交替>九州探題｢渋川満頼｣辞任⇒｢渋川義俊｣(~正長元(1428)年辞任)
1419年1月26日-09:00|日本|  ||応永26年|<交替>肥前国守護｢渋川満頼｣隠居⇒｢渋川義俊｣(~正長1(1428)年辞任
  )
1419年1月26日-09:00|日本|千葉県|応永26年1月|<上総本一揆(上総国)>再び上総国の武士達による蜂起/足利持
  氏は木戸範懐に命じて討伐をさせ､前回の討伐に参加した鹿島氏傘下の烟田幹胤らも再び参戦
1419年2月11日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Qutb al-Din Muhammad ibn Shams al-Din Sh
  ah 'Ali｣
1419年2月11日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Shams al-Din 'Ali ibn Qutb al-Din｣(~1438
  年死去)
1419年2月28日-09:00|日本|大阪府|応永26年2月4日|幕府､畠山満家に命じて富樫満成を河内国で殺害させる
1419年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｵｯﾄｰ｣(~14300213死去)
1419年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで､前年の9月からこの日までの間に､腺ﾍﾟｽﾄで10万人以上が死亡
1419年3月29日-09:00|日本|愛知県豊田市|応永26年3月3日|左衛門尉ら､三河国吉川郷六所宮の社殿を建立
1419年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞ
  ｯﾄ･ﾏﾄﾞﾛｰﾆ｣
1419年4月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|応永26年3月27日|祢直衣源秋家､尾張国泥江県社の社殿を造る
1419年5月30日-09:00|日本|千葉県|応永26年5月6日|<上総本一揆(上総国)>埴谷重氏ら一揆軍は降伏/埴谷重氏
  は後に鎌倉由比ヶ浜で斬首
1419年5月31日-09:00|韓国/朝鮮/日本|  ||朝鮮･永楽17年;応永26年5月7日|対馬での飢饉によって数千人の倭
  寇が明の浙江省に向かっていた途中､食糧不足で朝鮮の庇仁県(今の韓国忠清南道舒川郡)を襲撃し､海岸の兵
  船を焼き払い､県の城をほぼ陥落させ､城外の民家を略奪
1419年6月5日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｱﾝﾌﾞﾛｰｼﾞｮ｣(~14270513)､｢ｱﾝﾄﾆｵ｣(~14270513)､｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世｣(1
  回目~14281006)
1419年6月5日-09:00|韓国/朝鮮/日本|  ||朝鮮･永楽17年;応永26年5月12日|倭寇が朝鮮の海州へも侵犯し､殺害
  されたり捕虜となった朝鮮軍は300人に達した
1419年6月9日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ摂政｢ｼﾞｮﾝ2世無慈悲公｣ｴﾘｻﾞｰﾍﾞﾄの夫/ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾖﾊﾝ3世(~1
  4250106没)
1419年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣
1419年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣(~14221112)
1419年6月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾖﾊﾈｽﾍﾞﾙｸ｣(~1455年11月退任)
1419年6月23日-08:00|中国/日本|  ||明･永楽17年6月|明軍が遼東の望海堝で倭寇を大破し､前期倭寇がほぼ終
  息
1419年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(~14200306)
1419年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ4世｣
1419年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(⇒14420123ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ｳﾗｯﾊ伯~14500923死
  去),｢ｳﾙﾘﾋ5世最愛伯｣(⇒14420123ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ｼｭﾄｩｯﾄｶﾞﾙﾄ伯~14800901死去)
1419年7月12日-09:00|日本/韓国/朝鮮|長崎県対馬市|朝鮮･永楽17年;応永26年6月20日|<応永の外寇(対馬国)>
  昼頃､朝鮮軍は対馬の海岸(尾崎浦)に到着.対馬の盗賊たちは皆驚き逃げ出した.その中50人ほどが朝鮮軍の上
  陸に抵抗するが､敗れて険阻な場所へ走り込む.上陸した朝鮮軍は島を捜索し､船129隻を奪い､家1939戸を燃や
  し､この前後に114人を斬首､21人を捕虜とした.また倭寇に捕らわれていた明国人男女131人を救出
1419年7月15日-09:00|日本|京都府京都市|応永26年6月23日|転法輪三条公光の青侍の下女と､関口家の若党とな
  っていた京都本結屋(髪を結う紐を販売する商人)との些細な争いから､一条室町大路を舞台に､三条家被官集
  団と関口家被官集団とのあいだに合戦と発展/吉良俊氏が三条家に合力することで沈静化/後に関口満興は将
  軍足利義持に譴責される
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1419年7月21日-09:00|日本/韓国/朝鮮|長崎県対馬市|応永26年6月29日|長崎県<応永の外寇(対馬国)>朝鮮軍李
  従茂は部下を送り､島を再度捜索し､加えて68戸と15隻を燃やし､9人を斬り､朝鮮人8人と明国人男女15人を救
  出.朴実が率いる朝鮮左軍が､糠岳で対馬側の伏兵に会い敗北､百数十人が戦死及び崖に追い詰められて墜落死
  .朝鮮右軍が助けに入り､右軍の武官･李順蒙が対馬側の先鋒の指揮官らしき者を矢で射ち殺すと､対馬側は退
  いた
1419年7月23日-08:00|中国|  ||明の永楽17年秋|鄭和第6次遠征出立､ｱﾌﾘｶのｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙへ向かう
1419年7月25日-09:00|韓国/朝鮮/日本|長崎県対馬市|応永26年7月2日|<応永の外寇(対馬国)>朝鮮軍船は対馬か
  ら巨済島に撤退
1419年7月30日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱで､ﾌｽ派の暴動が起こり､市庁舎が襲撃される
1419年8月-08:00|中国|  ||明･永楽17年|鄭和第5次遠征本隊帰還/ﾗｲｵﾝ･ﾋｮｳ･ﾀﾞﾁｮｳ･ｼﾏｳﾏ･ｻｲなどの珍しい動物を
  連れ帰った(分遣隊は1421(永楽19)年帰還)
1419年8月14日-09:00|日本/中国|  ||応永26年7月23日|幕府､明との国交を断絶
1419年8月16日-01:00|ﾁｪｺ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾓﾗｳﾞ
  ｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ4世｣/58歳(誕生13610226)
1419年8月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｿﾌｨｰ･ﾊﾞｲｴﾙﾝ｣(~14200417)
1419年8月16日-01:00|ﾁｪｺ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｸﾑ
  ﾝﾄ｣(~14371209死去)兼ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯(~1423年)ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ﾛｰﾏ王
1419年8月21日-09:00|日本|  ||応永26年8月|<任命>関東管領｢上杉憲実(山内)｣(~永享11(1439)年10月29日)
1419年9月6日-09:00|日本|  ||応永26年8月17日|｢日本書紀第一聞書｣(三原御調八幡宮蔵)成る
1419年9月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝ1世(無怖公無畏
  公)｣､ﾌﾗﾝｽ王太子ｼｬﾙﾙ(後のｼｬﾙﾙ7世)の配下に暗殺される
1419年9月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世善良公｣ｼﾞ
  ｬﾝ1世の息子(~14670615死去)
1419年9月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾓﾝﾄﾛｰ事件>王太子ｼｬﾙﾙ(ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派)､側近のﾀﾇｷﾞｲ･ﾃﾞｭｼｬﾃﾙに命じ､｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ
  公｣ｼﾞｬﾝ無畏公をﾓﾝﾄﾛｰ(ｾｰﾇ川上流の町)の橋上におびき出し､斬殺/｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣と｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣の内戦が激化
1419年9月17日-09:00|日本|  ||応永26年8月28日|<交替>武蔵･上野･伊豆国守護｢上杉氏憲｣⇒｢上杉憲実｣(~永享
  11(1439)年10月29日)
1419年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ｳﾞｨﾄｰﾗ｣｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾃﾞｨ･ﾄｾｯﾄ｣
1419年10月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽17年9月26日|李氏朝鮮の第2代国王定宗､死去/数え63歳(誕生:
  1357)1400年に弟に王位を譲った
1419年10月29日-09:00|日本|愛知県津島市|応永26年10月11日|玉泉坊金俊ら､尾張国穂保郷松嶋北嶋乾方の地蔵
  菩薩坐像を造立
1419年11月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾙｺのｽﾙﾀﾝ､ﾒﾌﾒﾄ一世と条約
1419年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ﾌｨﾘｯﾌﾟが､ｼｬﾙﾙ王太子に対抗して､ﾍﾝﾘｰ5世と｢ｱﾝｸﾞﾛ･ﾌﾞﾙｷﾞﾆｮ
  ﾝ同盟(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ同盟)｣が成立
1419年12月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾎﾞﾛｰﾆｬと条約
1419年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Edward de Courtenay"The Blind"｣
1419年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣(~14220616死去)
1419年12月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰのﾚ=ｻﾞﾝﾄﾞﾘにある｢ｶﾞｲﾔｰﾙ城｣がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに降伏/ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰが全
  てｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの支配下となる
1420年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｻﾞｲﾇﾙｱｰﾋﾞﾃﾞｨｰﾝ｣(~1472年)
1420年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Osman2世 Dhammaru Loaka｣(~1421年)
1420年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ﾄｩﾒﾝに建国(~1427年死去)
1420年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ朝のｼｬｰ･ﾙﾌがｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝを併合
1420年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>黒羊朝第4代国王｢ｶﾗ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣(~1435年)
1420年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Jean de Fayel｣
1420年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｶﾀﾛ伯｢ﾏﾘﾉ･ﾋﾞｻﾝﾃｨ｣(~同年､ﾎﾞｶ･ｺﾄﾙｽｶはｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国の一部)
1420年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Marie de Fayel｣(~不詳)
1420年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Antonio Cardona｣(~14210307)
1420年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾅﾝｶﾞ｣(~1435年)
1420年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ王ｱﾙﾌｫﾝｿ5世､ｻｳﾞｫｲｱ公国を取得
1420年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｽﾊﾟﾗﾄ統治(~1797年)
1420年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾙﾏ､ﾐﾗｰﾉ公国に
1420年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾍﾙｷﾞ･ｼｭﾃｨﾙｿﾝ｣｢ﾄﾙｽﾃｲﾝ･ｵﾗﾌｿﾝ(1回目)｣(~1423年)
1420年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾊｯｸ2世｣(~1465年)
1420年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船がﾏﾃﾞｲﾗ島に上陸
1420年 06:00|中米|  |||ｱｽﾃｶ族,ﾃｽｺｺ族とﾄﾗｺﾊﾟﾝ族とのあいだに三国同盟｡その後､武力で周辺諸国を制圧し,ﾒｷ
  ｼｺ湾岸にまで達する巨大な帝国に成長
1420年1月16日-09:00|日本|  ||応永27年|<交替>上総国守護｢宇都宮持綱｣⇒｢上杉定頼｣(~不詳)
1420年3月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(1回目~14220410)
1420年3月14日-08:00|中国|  ||明･永楽18年2月|明の山東で唐賽児の白蓮教反乱
1420年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐｶｴﾙ1世｣
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1420年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ2世ﾌﾟﾗｽﾞﾅｸﾞﾗｳﾞｧ｣(1回目~1422年9月)
1420年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣｢ｸﾘｽﾄﾌｧﾛ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ･ｶﾙﾎﾞﾆ｣
1420年4月13日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|応永27年3月|精進院日隆尼崎に本興寺を創す
1420年4月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｳﾞｧﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸとｳﾞｪｾﾘのﾁｪﾈｸ｣(~7.28)
1420年4月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾙｰﾉ市ｳﾞｪﾈﾂｨｱに降伏
1420年5月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾙﾄﾚ市ｳﾞｪﾈﾂｨｱに降伏
1420年5月13日-09:00|日本|  ||応永27年4月|<応永の大飢饉>(~応永29年)日照り､琵琶湖の水が減り淀川の水が
  干上る､淀川干上がり多数の餓死者が出る
1420年5月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世とﾄﾛｱ条約を締結/ｼｬﾙ
  ﾙ6世死後の王国統治権譲渡を約束
1420年5月27日-09:00|日本|福島県いわき市|応永27年4月15日|磐城黒須野妙法寺板本尊造立
1420年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世､ｷｬｻﾘﾝ･ｵﾌﾞ･ｳﾞｧﾛｱ(ﾌﾗﾝｽ王女)と結婚
1420年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾖﾊﾝ3世｣
1420年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~14400920死去)ﾖﾊﾝの弟
1420年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard5世｣
1420年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard6世｣(~14680202死去､ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候に統合
  )
1420年7月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ2世ﾄｳﾞﾙﾄｺｳﾞｨｯﾁ｣(3回目~14431115)
1420年7月14日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ軍が､神聖ﾛｰﾏ皇帝軍をﾌﾟﾗﾊ近郊ｳﾞｨﾄｺﾌで撃退
1420年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王国摂政｢ｱﾙﾊﾞﾆｰ公ﾛﾊﾞｰﾄ｣80歳⇒長男ﾏｰﾄﾞｯｸが摂政となった
1420年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1420年10月5日-09:00|日本|  ||応永27年8月28日|<死去>今川伊予守左京亮貞世(了俊)96歳/法名｢海蔵寺殿徳翁
  了俊大居士｣
1420年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍がﾑﾗﾝ占領
1420年11月1日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱのﾌｽ派が､再び神聖ﾛｰﾏ皇帝軍を破る
1420年11月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽18年10月|李氏朝鮮で朝鮮通宝鋳造
1420年11月17日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ｶﾗ･ﾕｰｽﾌ｣
1420年12月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(~1436年まで16年)ﾊﾟﾘは､ｲｷﾞﾘｽ王ﾍﾝﾘｰ5世と､ついで｢ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｣ｼﾞｮ
  ﾝ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ(1422年以降摂政)の軍隊に占領される/200人ほどの兵がﾊﾞｽﾃｨｰﾕ､ﾙｰｳﾞﾙ､ｳﾞｧﾝｾﾝﾇなどに駐留
1421年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾎﾟﾆｬｰ･ﾔｯﾄ｣(⇒1431年ｱﾝｺｰﾙ放棄,ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王~1463年)
1421年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｲｲﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾊｰﾝの子(~1434年)
1421年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Baraq Khan｣(~1427年死
  去)
1421年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Danna Mohamed  Raadha Bavana｣(~同年)⇒｢Yoosuf2世 Loka Aa
  nanadha｣(~1443年)
1421年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｼｬﾑｲ･ｼﾞｬﾊｰﾝの子(~1425年)
1421年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1424年)
1421年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第10代国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ﾜﾘｰﾄﾞの子(~1422年)
1421年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｺﾙﾅｰﾛ｣(~1422年)
1421年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade 2世 Mehmed Bey｣(~1423年死去)
1421年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾌｫｽｶﾘｰﾆ｣(~1422年)
1421年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢Richard de Dreux｣(~14380605死去)
1421年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ4世(~1427年)
1421年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Armand de Cilli｣(~1421年)
1421年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣(~14281103死去)
1421年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙがﾓﾛｯｺから分離されﾀﾝｼﾞｰﾙ首長国設立
1421年1月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｼｬｲﾌ｣
1421年1月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~8.29)
1421年2月-08:00|中国|  ||明･永楽19年|鄭和6回目の遠征に出発(朝貢にやってきていた各国の使節を送るため
  )
1421年2月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ3世｣
1421年2月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世｣(~14270528死去)
1421年2月2日-08:00|中国|  ||明･永楽19年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾜｲｽ｣
1421年2月2日-08:00|中国|  ||明･永楽19年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1425年死去)
1421年2月2日-08:00|中国|  ||明･永楽19年|中国で三国志演義が出版
1421年2月2日-08:00|中国|  ||明･永楽19年1月1日|明の永楽帝が､北京に遷都
1421年2月3日-09:00|日本|  ||応永28年|<交替>山城国守護｢一色義貫｣⇒｢京極高数｣(~応永31(1423)年)
1421年2月3日-09:00|日本|  ||応永28年|<死去>甲斐国守護｢武田信元｣
1421年2月3日-09:00|日本|沖縄県|応永28年|<死去>琉球中山国王｢尚思紹｣
1421年2月3日-09:00|日本|香川県丸亀市|応永28年|正覚院蔵懸仏,造られる
1421年2月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾘｰｱ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨと十年間の同盟
1421年3月7日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Gonsalvo Monroy｣(~14280620)
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1421年3月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾏﾝﾄｳﾞｧ君主ｼﾞｬﾝ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｺﾞﾝｻﾞｧｰｶﾞと条約
1421年3月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ5世､ﾌﾗﾝｽ西部の｢ﾎﾞｰｼﾞｪの戦い｣で｢ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派｣の軍に敗
  れる
1421年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚｲ｣
1421年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾗﾚﾝｽ公･ｵﾏｰﾙ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣
1421年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣(~14500113死去)
1421年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ･ﾍﾞﾝｳﾞ
  ｪｸﾞﾇｰﾃﾞｨ｣
1421年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1421年4月28日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ﾊﾞﾙｼｬ･ｼﾞｭﾗｼﾞｮｳﾞｨｯﾁ｣
1421年5月16日-09:00|日本|愛知県豊田市|応永28年4月15日|僧義睦､三河国長興寺に涅槃図を施入
1421年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｻｲｲﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾋｽﾞﾙ･ﾊｰﾝ｣
1421年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻｲｲﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣ﾋｽﾞﾙ･ﾊｰﾝの子(~14340219死去)
1421年5月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第5代ｽﾙﾀﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ1世｣[1374年生～](享年47)
1421年5月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第6代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ2世｣ﾒﾌﾒﾄ1世の息子(~1444.12~1451年死去)
1421年6月1日-09:00|日本|青森県東津軽郡蓬田村|応永28年5月|南部勢､南部義政(守行の嫡男)を総大将として､
  津軽半島南端にある小城の大館城(蓬田村北端)を攻撃し落城させる
1421年6月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政･管理者｢ﾛｼﾞｭﾝﾍﾞﾙｸのｵﾙﾄﾞﾘｯﾋ2世｣(1回目)､｢ｳﾞｧﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸとｳﾞｪｾﾘ
  のﾁｪﾈｸ｣(1回目)､｢ﾌﾗﾃﾞﾂのｵﾙﾄﾘｯﾋ4世ｳﾞｧｳﾞｧｸ｣(~9.22)､｢ﾘﾋﾃﾝﾌﾞﾙｸのﾊｲﾈｯｸ･ｸﾙｼﾅ｣(1回目)､｢ﾃﾞｭﾍﾞ･ﾅ･ﾎｳｽｶのｼﾞﾝﾄ
  ﾞﾘｯﾋ･ﾍﾞﾙｶ･ﾂ｣､｢ｸﾈｼﾞｪﾌｼのﾖﾊﾈ｣､｢ﾗﾄﾞｺｳﾞｨﾂｪのﾗｲﾀﾞｰ｣､｢ﾘｸﾀｰｼﾞｮﾌ家のﾎﾙｼﾞｰﾈﾌｼのﾊﾟｳﾞﾘｰｸ｣､｢ﾔﾝ･ｼｬﾙﾊﾞﾄ｣､｢ﾄﾛﾂﾉﾌ
  とｶﾘｯﾋのﾔﾝ･ｼﾞｼｭｶ｣､｢ﾌﾞﾁｮﾌもｽﾞﾋﾞﾆｪｸ･ﾌﾞﾁｮｳﾞｪﾂ｣､｢ｺｽﾃﾙﾁ･ﾅﾄﾞ･ｻｻﾞｳﾞｫｳのｽﾐﾙｺﾌのﾔﾝ･ｻｰﾄﾞﾛ｣､｢ﾊﾞﾙﾁｮｳﾞｧのﾐｸﾗｼｭ
  ｣､｢ﾁｭﾉｳﾞｨｯﾁとﾎﾞﾌﾀﾞﾝﾁのﾐﾛﾀ｣､｢ﾐｺﾛｳﾞｨﾂｪの者｣､｢ﾎﾞﾊﾘﾝのｼﾞﾝﾄﾞﾘｯﾋ｣､｢ﾛｼﾞｭﾐﾀｰﾙのﾌﾗﾝ･ﾚﾌ｣､｢ｼﾞｬﾃﾂのｳﾞｧﾈｸ｣､｢ﾌﾗ
  ﾃﾞﾂ･ﾅ･ﾗﾋﾞのﾏﾃｼﾞ･ﾌﾟﾗｼﾞｬｰｸ｣､｢ｺｳｼﾞﾏのﾍﾟﾄﾙ･ﾎｽﾃｨｯｸ｣(~9.28)
1421年6月7日-09:00|日本|京都府京都市|応永28年5月|錦小路､油小路の16町焼亡
1421年6月30日-09:00|日本|茨城県那珂市|応永28年6月|この月､常陸国の額田義亮反乱し､足利持氏が二階堂行
  光らに命じ額田城を攻撃させる
1421年7月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｬﾝﾀﾞｰﾘ･ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~14290825死去)
1421年7月1日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾗﾋﾞｱﾝ･ﾃﾞ･ﾘﾊﾟ｣(~14371026没)
1421年7月2日-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ｶﾗ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣(~1429年)
1421年7月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|応永28年6月23日|尾張国萱津北宿住人内藤入道宣阿弥陀仏､
  熱田社海蔵門を造立
1421年8月29日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾀﾀｰﾙ｣(~11.30)
1421年9月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞｯﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ｣｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣
1421年9月14日-09:00|日本|  ||応永28年8月18日|<任命>室町幕府管領｢畠山満家｣(~永享1(1429)年8月16日)
1421年10月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾃｨﾊﾄｩ｣(~1425年8月)
1421年10月2日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌｽ派のﾎﾞﾍﾐｱ軍が､ﾄﾞｲﾂ諸領の連合軍の侵入を防ぐ
1421年10月10日-09:00|日本|  ||応永28年9月14日|足利義持が広橋兼宣の所領を没収
1421年10月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉ公国が､ｼﾞｪﾉｳﾞｧを併合
1421年11月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞで防潮堤が決壊し大洪水､1万人が死亡(ﾋﾞｰﾎﾞｯｼｭ湿地)
1421年11月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~14220401死
  去)
1421年12月4日-09:00|日本|  ||応永28年11月10日|<死去>越後国守護｢上杉房方｣⇒｢上杉朝方｣が継ぐ(~応永29
  年10月14日(14221029)死去)
1421年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ﾍﾝﾘｰ｣ﾍﾝﾘｰ5世の子(~14220831ﾍﾝﾘｰ6世として即位)
1421年12月6日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永28年11月12日|円覚寺炎上
1421年12月29日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾗｰｻﾞｰﾃﾞｨﾘ｣
1421年12月29日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ﾀﾞﾝﾏﾔｰｻﾞｰ｣(~1424年没)
1422年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾌﾞｯｶ3世｣(~1424年)､｢ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰﾔ2世｣(~1446年
  )共同統治
1422年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Cataiyavarman Parakrama Pandyan｣(~1463年)
1422年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾊﾞﾗｸ｣(~1427年)
1422年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第11代国王｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ2世｣(~1424年)
1422年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢SabiradDin2世｣
1422年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Mansur adDin｣(~1424年死去)
1422年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗｶﾞﾃﾞｨｰﾉ｣(~1423年)
1422年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾙｸ｣(~1423年)
1422年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾐﾊｲﾛ(ﾐﾊｲﾙ3世)｣(~1432年)
1422年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾊﾟｵﾛ･ﾎﾞﾝﾄﾞｩﾐｴ｣(~同年)⇒｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾄﾞﾙﾌ
  ｨﾝ｣(~1423年)
1422年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Marie1世｣(~1437年)
1422年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣(~14390430死去)
1422年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾝﾘ5世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ6世(~1453年)
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1422年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Ernst Auer｣(~同年)⇒｢Henry4世Flechtel｣(~1423年)
1422年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣
1422年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代の息子(~没年不詳)⇒4代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代
  の弟(~1429年死去)
1422年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ司教ｳｨﾘｱﾑ･ﾛｳﾀﾞｰ｣(~1425年)
1422年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島副知事｢John Walton｣(~1428年)
1422年1月6日-09:00|日本|  ||応永28年12月13日|去夜､星地に落ちる｡また夜光物あり､北より南へ飛ぶ
1422年1月12日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|応永28年12月19日|僧寂賢､尾張国春日社の社殿を建立
1422年1月23日-09:00|日本|  ||応永29年|瑠璃光寺が建立される
1422年1月23日-09:00|日本|沖縄県|応永29年|<即位>琉球中山国王｢尚巴志｣(⇒1429年国土統一､琉球国王~14390
  601(正統4年4月20日)死去)
1422年1月23日-09:00|日本|京都府向日市|応永29年|向日神社本殿できる
1422年1月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||明の永楽帝がふたたびﾀﾀｰﾙを親征
1422年4月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1422年4月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ﾊﾞﾙｽﾊﾞｰｲ｣(~14380607死
  去)専売政策と関税の強化で財政再建を図る
1422年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾘｽﾄﾌｧﾛ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ･ｶﾙﾎﾞﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1422年4月10日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂﾄｰﾏｽ｣(~10.4)
1422年4月11日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|応永29年3月20日|願主藤原貞茂､山住神社(水窪町山住)宝殿造
  立
1422年4月17日-09:00|日本|長野県松本市|応永29年3月26日|波多腰清勝､筑摩郡牛伏寺の奪衣婆像を造立
1422年5月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｼﾞｸﾑﾝﾄﾞ･ｺﾘﾌﾞﾄﾋﾞｯﾁ｣(1回目~14231101)
1422年5月21日-09:00|日本/韓国|  ||応永29年5月|義持書を朝鮮に遣わして大蔵経を求む
1422年5月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽20年5月10日|<死去>李氏朝鮮元第3代国王太宗/数え56歳(誕生:
  1367)
1422年6月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙを攻城(~1422.9)
1422年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣
1422年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Thomas de Courtenay｣(~14580203死去)
1422年6月19日-09:00|日本|茨城県筑西市|応永29年6月|<小栗満重の乱(北関東)>常陸真壁郡小栗御厨を支配し
  ていた領主小栗満重が宇都宮持綱･桃井宣義･真壁秀幹らと共謀して反乱を起こし､一時は下総結城城を奪うな
  どした
1422年6月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ﾐﾗﾉ公の傭兵隊長のｶﾙﾏﾆｮｰﾗが､ｱﾙﾍﾞﾄでｽｲｽ軍を破る
1422年8月2日-09:00|日本|  ||応永29年7月15日|<死去>小倉宮恒敦(不明)後亀山天皇の皇子
1422年8月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永29年7月17日|鎌倉府武蔵国六浦に関所を設置
1422年8月13日-09:00|日本|  ||応永29年7月26日|幕府松田満秀をして建武式目の聴訟則例10条を増補
1422年8月17日-08:00|中国|  ||明･永楽20年8月|鄭和第6次遠征本隊帰還/分遣隊は1423(永楽21)年帰還
1422年8月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ5世｣35歳/｢ｳﾞｧﾝｾﾝﾇの森｣(ﾊﾟﾘの東)の｢ｳﾞｧﾝｾﾝﾇ
  城｣で
1422年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国王｢ﾍﾝﾘｰ6世｣ﾍﾝﾘｰ5世とｷｬｻﾘﾝ･ｵﾌﾞ･ｳﾞｧﾛﾜの男子(~14610
  304退位~14710521殺害される49歳)
1422年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾀﾞﾝ2世｣(~1431年3月没)
1422年9月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ(2世)･ｱｾﾝ･ｼｼｭﾏﾝ･ｽﾗﾂｨﾐﾙ｣
1422年9月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾓｷﾞﾃｨｱはﾘﾄｱﾆｱに永久に譲渡される(1423年5月18日批准)
1422年9月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団が､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱと和平を結ぶ
1422年10月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第8代ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｰｼﾞｭｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ/ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ･ﾊﾞﾌﾏﾆｰ｣
1422年10月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第9代ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾊｰﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~14360417)
1422年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞﾙﾄﾁｰﾉ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾄｾｯﾄ｣
1422年10月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(1回目~1423
  年7月)
1422年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾖﾊﾝ4世｣
1422年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世肥満公｣ﾖﾊﾝ4世の息子(~14770309死去)
  統治者家系の絶えたｳﾞｪﾙﾚとｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄを回収し､ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸを統合
1422年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｼｬﾙﾙ6世｣/53歳(誕生13681203)
1422年10月29日-09:00|日本|新潟県|応永29年10月14日|<死去>越後国守護｢上杉朝方｣⇒｢上杉頼方｣(~応永33(14
  26)年解任)
1422年10月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｼｬﾙﾙ7世勝利王｣ｼｬﾙﾙ6世の子(~14610722)､｢ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ6
  世｣ｼｬﾙﾙ6世の孫(~14531019)[ﾄﾛﾜ条約に基づ基づきﾌﾗﾝｽ北部の大部分継承]
1422年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1422年11月27日-09:00|日本|茨城県|応永29年閏10月13日|<死去>常陸半国守護｢山入与義｣叛乱し足利持氏の軍
  勢によって鎌倉の比企谷屋敷を攻められ自害
1422年11月27日-09:00|日本|茨城県|応永29年閏10月13日|<変更>常陸半国守護｢佐竹義人｣⇒常陸国守護(~応永3
  2(1425)年)
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1422年11月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永29年閏10月13日|鎌倉比企谷妙本寺焼失
1422年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ国守護者｢ﾍﾞﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公ｼﾞｮﾝ｣､｢ｸﾞﾛｾｽﾀｰ公ﾊﾝﾌﾘｰ｣(~14291106)
1422年12月24日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王代行｢ｳﾞｧﾙﾄﾞｼｭﾃｲﾝのﾊｼｪｸ･ｵｽﾄﾛｼｭｽｷｰ｣｢ﾎﾟｽﾄﾄｩﾋﾟｯｸのｳﾞｨﾚﾑ･ｺｽﾄｶ
  ｣(~14231101)
1422年12月28日-09:00|日本|愛知県一宮市|応永29年11月15日|子竜聖雲､尾張国妙興寺の仏殿を建立
1423年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾔﾄﾞｩ･ﾗｰﾔ｣
1423年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ1世｣(~1459年死去)
1423年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾑﾀﾞｰﾊﾞｰﾄﾞのｼﾞｬｰﾐｰ･ﾏｽｼﾞｯﾄﾞが完成
1423年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ｲﾅﾝ｣(~14251017)
1423年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade 2世 Mehmed Bey｣
1423年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公(副公爵)｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｶﾍﾟｯﾛ｣(~1424年)
1423年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｼｯｾ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾑ･ﾙｰﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1424年)
1423年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Damad Bengi Ali Bey｣(~1424年退位)
1423年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾃｯｻﾛﾆｷを獲得
1423年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世｣
1423年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｶﾀﾘｰﾅ｣ﾌｱﾝ2世の長女(~1424年~14240917
  死去)
1423年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｹﾞﾗﾙﾄﾞ･ｻｸﾞﾚﾄﾞ｣(~1424年)
1423年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ｣(~14400214死去)
1423年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾙﾏﾝ2世･ﾁｪﾘｽｷ｣(2度目~1435年)
1423年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ2世｣(~1427年)
1423年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾊﾝﾈｽ･ﾊﾟﾙｿﾝ｣｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｳﾞｧﾝ･ﾀﾞﾑ｣(~1425年)
1423年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世好戦公｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~14280104死去)
1423年1月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ10世Rumpold｣
1423年2月6日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|応永29年12月25日|熱田大福田社の遷宮が行われる
1423年2月11日-09:00|日本|  ||応永30年|<交替>奥州探題｢大崎満詮｣⇒｢大崎持兼｣(~永享7(1435)年)
1423年2月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽21年|この年朝鮮で｢高麗史｣が編纂される
1423年2月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永30年|鎌倉建長寺の猿侯図2幅ができる
1423年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣
1423年4月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第64代｢ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣
1423年4月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｱﾚﾝｺﾞ(人民集会)廃止され､すべて大議会に取って代わる
1423年4月13日-09:00|日本|  ||応永30年3月3日|<死去>惟成親王(不明)後村上天皇の皇子
1423年4月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第65代｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾌｫｽｶﾘ｣(~1457年)
1423年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｱﾐｱﾝ条約>英国王ﾍﾝﾘｰ6世の叔父で執政のﾍﾞﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公とﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公とがｱﾐｱﾝ
  条約を締結
1423年4月27日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱのｼﾞｭｼｭｶが､ﾀﾎﾞﾙ派を率いて穏和派を破る
1423年4月28日-09:00|日本|  ||応永30年3月18日|<任命>室町幕府5代将軍｢足利義量｣(~応永32(1425)年2月27日
  )
1423年6月9日-09:00|日本|福岡県福岡市|応永30年5月|少弐満貞は肥前小城の千葉胤鎮と軍を合わせ破るた/探
  題義俊は敗れ博多から追われる
1423年6月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ8世(ｼﾞﾙ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾑﾉｽ)｣(~14290726退任)
1423年6月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ4世(ﾚｲﾅｳﾄ4世)｣兼ﾕｰﾘﾋ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ6世｣
1423年6月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｱﾙﾉﾙﾄ｣(~1465年)
1423年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~14370714死去)
1423年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ･ｱﾙｽﾀｰ伯ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~14250119没)
1423年7月12日-09:00|日本|山梨県|応永30年6月5日|<任命>甲斐国守護｢武田信重｣(~宝徳2年11月24日(14501228
  )死去)
1423年7月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｸﾗｳﾞｧﾝの戦い>ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世の軍(ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派)､ﾌﾗﾝｽ中部のｸﾗｳﾞｧﾝで｢ｱﾝｸﾞﾛ･ﾌ
  ﾞﾙｷﾞﾆｮﾝ同盟｣の勢力に敗れる
1423年8月2日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ1世｣
1423年8月2日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾀｳｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~14730122死去)
1423年8月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾐｰｽ司教ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾞﾝｼｰ｣(~1424年5月)
1423年8月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｽｸﾀﾘ占領
1423年9月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがﾃｯｻﾛﾆｹを占領(~14300529)
1423年9月6日-09:00|日本|茨城県筑西市|応永30年8月2日|<小栗満重の乱(北関東)>反乱の長期化･強大化を懸念
  した鎌倉公方足利持氏が大軍を率いて自ら出陣すると､反乱軍はたちまち崩壊して小栗満重も居城の小栗城で
  自刃して果てた
1423年9月15日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永30年8月11日|足利義持､今川範政に鎌倉公方足利持氏を討たせ
  る
1423年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾗ･ｸﾞﾗｳﾞｪﾙの戦い>ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世の軍(ｱﾙﾏﾆｬｯｸ派)､ﾌﾗﾝｽ北西部(ﾏｲｴﾝﾇ県)のﾗ･
  ｸﾞﾗｳﾞｪﾙで｢ｱﾝｸﾞﾛ･ﾌﾞﾙｷﾞﾆｮﾝ同盟｣の勢力に勝利
1423年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ｳﾞ



1430迄(1296件)

  ｨﾄｰﾗ｣
1423年10月3日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｼﾞｸﾑﾝﾄの婿(ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣~14391027
  死去)
1423年11月1日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾁｪｺ全土の管理者･首領｢ﾐｶﾛﾋﾞﾂｪのﾔﾝ･ｼﾆｱ｣､｢ｳﾞｧﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸとｳﾞｪｾﾘのﾁｪﾈｸ｣(
  2回目)､｢ﾛｼﾞｭﾝﾍﾞﾙｸのｵﾙﾄﾞﾘｯﾋ2世｣(2回目)､｢ｺﾛｳﾞﾗｯﾄ･ﾘﾌﾞｼｭﾃｲﾝｽｷｰのﾍﾞﾄﾞﾘﾁ｣､｢ﾘﾍﾟのﾊｲﾈｸ･ﾌﾗｳﾞｧｰﾁ｣､｢ﾃｨｰｼﾞｮﾌ
  のｼｭﾃﾙﾝﾍﾞﾙｶのｱﾚｼｭ･ﾎﾘﾂｷｰ｣､｢ｳﾞｧﾙﾄﾞｼｭﾃｲﾝのﾊｼｪｸ･ｵｽﾄﾛｼｭｽｷｰ｣､｢ｳﾞｧﾚﾝｼｭﾀｲﾝのﾊｲﾈｸ･ｺﾙｽﾃｲﾝｽｷｰ｣､｢ﾘﾋﾃﾝﾌﾞﾙｸのﾊｲ
  ﾈｸ･ｸﾙｼﾅ｣(2回目)､｢ﾗﾝﾄﾞｼｭﾃｲﾝとﾎﾞﾛﾃｨﾝのﾍﾙﾏﾝ｣､｢ﾐﾚﾃｨﾈｸのﾃﾞｨｳﾞｨｼｭ･ﾎﾞﾙｼﾞｪｸ｣､｢ﾔﾝ･ｽﾐｼﾞﾂｷｰ･ｾﾞ･ｽﾐｼﾞｯﾁ｣(~1424
  0701)
1423年11月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽21年10月13日|李氏朝鮮が仏教寺院の創設を禁止
1423年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Albert4世｣
1423年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Adolph1世｣(~14730828死去)､｢Waldemar5世｣(~1436年死
  去)共同統治
1424年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｶﾞﾄ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣
1424年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1444年死去)
1424年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第7代国王｢(ｲﾝﾀﾗﾗｰﾁｬｰ1世)ﾅｶﾘﾝﾀﾗｰﾃｨﾗｰﾄ｣
1424年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第8代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ2世ｻｰﾑﾌﾟﾗﾔｰ王｣(~1448年死去)
1424年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ﾀﾞﾝﾏﾔｰｻﾞｰ｣
1424年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ﾗﾝ1世｣(~1446年9月没)
1424年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾊﾞｰﾇ･ﾃﾞｰｳﾞｧ4世｣(~1434年)
1424年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾗ帝国国王｢ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗﾔ2世｣(~1446年)
1424年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝ｱﾌﾏﾄﾞがｸﾞﾙﾊﾟﾙｶﾞからﾋﾞｰﾀﾞﾙに遷都
1424年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾊﾟﾄﾘｹｴｳﾞｨﾁ｣(~1425年)
1424年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第12代国王｢ﾌｻｲﾝ2世｣ｱﾌﾏﾄﾞの孫(~1432年)
1424年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Ghiyath al-Din｣(~同年)
1424年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Mansur adDin｣
1424年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢JamaladDin2世｣(~1433年死去)
1424年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ｣(~1427年)
1424年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾚﾀﾞｰﾉ｣(~1427年)
1424年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｺﾞｽｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙﾒｰﾃﾞ｣(~1429年)
1424年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Damad 2世 Ibrahim Bey｣(~1464年死去)
1424年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Damad Bengi Ali Bey｣
1424年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾄｽはｵｽﾏﾝ帝国の一部(~19121115)
1424年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国が和平を締結
1424年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣
1424年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾚｵﾉｰﾙ｣ｶﾀﾘﾅの妹(~14250822死去)
1424年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1425年)
1424年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｴﾘｯｸ･ｾﾞｹﾞﾎﾞｯｾﾝ･ｸﾙﾝﾒﾃﾞｨｹﾞ｣(~1439年没)
1424年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Rui Gomes da Silva｣(~1425年)
1424年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾆｺﾗｽ5世｣(~1437年),｢ｳﾞｪﾝﾂｪｽﾗｳｽ｣(~14561029死去)
1424年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<即位>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ14世(ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｶﾞﾙﾆｴﾙ)｣(~1430年)
1424年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Alexander of Masovia｣(~1444年)
1424年2月1日-09:00|日本|京都府|応永31年|<任命>山城国守護｢京極持光｣(~正長元(1428)年)
1424年2月1日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|応永31年|義俊の拠る山浦勝尾城は少弐の一門筑紫広門によって攻め
  落され探題義俊は筑後に遁走
1424年2月1日-09:00|日本|静岡県富士宮市|応永31年|大石寺(上条)9世日有､諸堂を再建
1424年2月1日-09:00|日本|三重県|応永31年|<交替>伊勢北半国･志摩国守護｢世保持頼｣⇒｢畠山満家｣(~正長元(1
  428)年)
1424年2月1日-09:00|日本|宮崎県|応永31年|島津久豊､油津に進出/三俣･真幸の軍勢､須木･肥田木の軍勢と戦い
  ､柚木崎･紙屋を得る
1424年2月1日-09:00|日本|山形県|応永31年|<交替>羽州探題｢最上満家｣⇒｢最上頼宗｣(~永享13年2月5日(144102
  26)死去)
1424年3月3日-09:00|日本|  ||応永31年2月3日|<死去>寂済(77歳)画家
1424年3月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永31年2月5日|鎌倉公方足利持氏が前将軍義持と和睦
1424年3月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでの捕囚を解かれ､両国間の7年間の和平協
  定を結ぶ
1424年3月31日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾗﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ｽﾎﾟﾝﾊｲﾑ｣
1424年3月31日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ･ｸﾗ｣(~5月)
1424年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1424年5月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｼｯｾ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞﾑ･ﾙｰﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1433年10月没)
1424年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~9月)
1424年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに帰国し､戴冠を済ませた/摂政を勤めたｱﾙﾊﾞﾆｰ公ﾏｰﾄﾞｯｸは
  二人の子ともに処刑
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1424年5月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･永楽22年4月5日|李氏朝鮮が仏教寺院を36に統廃合する
1424年5月10日-09:00|日本|  ||応永31年4月12日|<死去>後亀山法王(99代天皇)75歳(誕生:正平5(南);観応1(北
  )(1350))南朝4代
1424年5月14日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ6世ｱﾝﾌﾞﾝﾃﾞｨ｣
1424年5月18日-09:00|日本|  ||応永31年4月20日|<就任>関白｢二条持基｣(~正長元年7月20日)
1424年6月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ鉄公｣47歳
1424年6月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣(~14930819死去)
  ､ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｶﾙﾆｵﾗ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ6世｣(~14631202死去)
1424年6月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永31年6月|興福寺僧徒､東大寺僧徒と争う
1424年6月27日-09:00|日本|  ||応永31年6月1日|世阿弥の能楽書｢花鏡｣できる
1424年7月1日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｼﾞｸﾑﾝﾄﾞ･ｺﾘﾌﾞﾄﾋﾞｯﾁ｣(2回目~14270417)
1424年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ司教ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(3期目~14260316)
1424年8月12日-08:00|中国|  ||明･永楽22年7月18日|<死去>明第3代皇帝｢成祖(太宗)永楽帝(朱棣)｣北征中に/6
  5歳(誕生1360年)
1424年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢John6世｣
1424年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Mary｣(~14760419死去)
1424年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｳﾞｪﾙﾇｲﾕの戦い>ﾍﾞﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公率いる1万の英国軍とｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞと北ｲﾀﾘｱ(ﾛ
  ﾝﾊﾞﾙﾄ)の傭兵隊を主力とする1万4千の仏軍がｳﾞｪﾙﾇｲﾕで戦い,ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人部隊は多くの戦死者を出した
1424年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣戦死
1424年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ｳﾞｪﾙﾇｲﾕの戦いで戦死
1424年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣(~14390626死去)
1424年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世｣(~14370221死去)
1424年9月2日-09:00|日本|京都府京都市北区|応永31年8月10日|四条道場金蓮寺焼失
1424年9月7日-09:00|日本|長野県|応永31年8月15日|尹良親王､信州駒場大野で野武士飯田太郎･駒場小二郎･伊
  奈四郎右衛門ら2百余人に襲われ､世良田大炊助義秋･羽河安芸守景庸･熊谷弥三郎直近･下野入道･羽川兄弟･一
  宮酒井六郎･一宮酒井七郎･熊谷･大庭･本多･大井田･一ﾉ井･知久入道禅久頼昭(39歳)等従士25人討死/永江伊予
  守満綱･永江六郎尚綱･青木師重､尹良親王(61歳)と共に自害/児玉庄左衛門は逃れ作手に隠れ､奥平氏の祖とな
  る
1424年9月7日-08:00|中国|  ||明･永楽22年8月15日|<即位>明第4代皇帝｢仁宗洪熙帝(朱高熾)｣(~洪熙元年5月12
  日1425年5月29日)永楽帝の子
1424年9月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｼｬﾝﾍﾞﾘｰの協定>ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世と｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ(善良公)との間で4年の
  ｢休戦協定｣/ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ側はﾌﾗﾝｽにおける軍事行動の停止､ﾊﾟﾘ対ﾌﾞﾙｰｼﾞｭの抗争に対しての中立､王太子(協定書
  では｢王｣とされている!)はﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭの所領不可侵などを取り決めた
1424年9月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李稷｣(~14260618)
1424年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1424年10月13日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾍﾆﾝｸﾞ･ｼｬﾙﾍﾟﾝﾍﾞﾙｸ｣(~14480405没)
1424年11月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾞﾘﾂｨｱ伯､ﾍﾞﾈﾂｨｱ共和国に封土を受ける
1424年11月2日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･永楽22年10月12日|黎利軍は多矜(ﾀｲﾝﾎｱ省ﾄｰｽｱﾝ)の明軍駐屯地を急襲
  し､一撃のもとに勝利をおさめ次いで､藍川上流の茶麟城を降伏させた/また可留(ｹﾞｱﾝ省ｱｲﾝｿﾝ県)に進撃し､計
  略を仕掛けて可留･蒲隘で陳智軍を撃破/演州､清化地域の全てが1ヶ月も経たないうちに解放された
1424年11月14日-09:00|日本|鳥取県|応永31年10月23日以降|<死去>伯耆国守護｢山名氏之｣
1425年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1425年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｵｲﾗﾀﾞｲ･ﾊｰﾝ｣
1425年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾘﾌ･ｱﾘ｣(~1432年死去)
1425年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｱﾀﾞｲ･ﾊｰﾝ｣(~1438年没)
1425年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｶｰｵ王国国王｢ﾊﾟﾝ｣
1425年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ｹｰﾝﾀｰｵ(ｲﾝﾀｹｰﾝ)｣(~1432年)
1425年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾝﾀﾙ国
1425年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝ｱﾌﾏﾄﾞがﾜﾗﾝｶﾞﾙをおとし､王国に併合
1425年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ﾜｲｽ(~1432年)
1425年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1462年)
1425年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｻﾞｯｶﾘｱ･ﾅﾀﾞﾙ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾛﾚﾀﾞｰ
  ﾉ｣(~1426年)
1425年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣(~14410105)
1425年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro de Meneses｣(2期目~1430年)
1425年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ﾊﾞｰｽ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ8世若公｣(~14511215から19日死去)､｢ｼ
  ｭｳﾞｨｴﾝﾄﾎﾞﾙ4世平静公｣(~1432年死去)
1425年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙｳﾞｧﾝﾀﾞﾑ｣(~1427年)
1425年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣先代の甥(~14601230死去)
1425年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ﾉｰﾌｫｰｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣⇒ﾉｰﾌｫｰｸ公(~14321019死去)
1425年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｱｽﾃｶ人がﾃﾊﾞﾈｶ人を破り3市同盟を締結し帝国建設に着手
1425年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ﾖﾊﾝ3世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ摂
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  政｢ｼﾞｮﾝ2世無慈悲公｣
1425年1月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ･ｱﾙｽﾀｰ伯ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1425年1月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾀﾙﾎﾞｯﾄ卿ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(2回目~6月)
1425年1月20日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|応永32年|<再建>岡山吉備津神社本殿･拝殿
1425年1月20日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永32年|大檀那井伊修理亮直秀･子井伊5郎直幸･井伊於寿丸､遠
  江竜潭寺(引佐町井伊谷)鎮守三島社を造立
1425年1月20日-08:00|中国|  ||明･洪熙1年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1425年1月20日-08:00|中国|  ||明･洪熙1年|<復位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾜｲｽ｣(~1429年死去)
1425年1月20日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|応永32年1月|島津久豊､海江田城を包囲/伊東祐安､曽井･清武城から
  二千の兵で熊野川を下り島津軍を攻撃するも敗北し､海江田城を明け渡す
1425年1月20日-08:00|中国|  ||明･洪熙1年1月1日|明･洪熙と改元
1425年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰﾁ伯･ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1425年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾖｰｸ公･ﾏｰﾁ伯･ｱﾙｽﾀｰ伯･ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯
  (~14601230死去)
1425年2月9日-09:00|日本|鹿児島県|応永32年1月21日|<死去>薩摩･大隅･日向国守護｢島津久豊｣忠国が継ぐ(~文
  明2年1月20日(14700221)死去)
1425年2月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ大公｢ｳﾞｧｼﾘｰ1世ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨｯﾁ｣
1425年2月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓｽｸﾜ大公摂政｢ｳﾞｪﾘｶﾔ･ｸﾆｬｷﾞﾆｬ･ｿﾌｨﾔ｣(~1432年)
1425年2月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ大公｢ｳﾞｧｼﾘｰ2世ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(1回目~14330425)
1425年3月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｿﾘｱ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞｰﾚｱ･ﾌﾟﾘｳｰﾘ兄弟銀行倒産
1425年3月6日-09:00|日本|  ||応永32年2月16日|<死去>小川宮(22歳)後小松天皇の皇子
1425年3月17日-09:00|日本|  ||応永32年2月27日|<死去>足利義量/19歳(誕生:応永14(1407)0724)第5代将軍
1425年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣
1425年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾖﾊﾈ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｳﾘﾇｽ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾘｰｺﾞ｣
1425年5月3日-09:00|日本|愛知県名古屋市中村区|応永32年4月15日|藤原則安､尾張国七所社の社殿を建立
1425年5月14日-09:00|日本|静岡県湖西市|応永32年4月26日|<死去>日乗(81歳)常霊山本興寺(鷲津)開祖
1425年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世が､不在の間摂政を務めていたｱﾙﾊﾞﾆ公ﾏｰﾄﾞｯｸの一族の
  王権専横を罪とし処刑
1425年5月29日-08:00|中国|  ||明･洪熙1年5月12日|<死去>明第4代皇帝｢仁宗洪熙帝(朱高熾)｣
1425年6月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(2回目~1427年5月)
1425年6月27日-08:00|中国|  ||明･洪熙1年6月12日|<即位>明第5代皇帝｢宣宗宣徳帝(朱瞻基)｣(~宣徳10年1月3
  日1435年1月31日)洪熙帝の
1425年7月16日-09:00|日本|茨城県|応永32年閏6月|<任命>常陸半国守護｢佐竹義憲｣(~永享10(1438)年)､｢山入祐
  義｣(~永享7(1435)年)
1425年7月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞをﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭが支配
1425年7月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾏﾇｴﾙ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1425年7月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ﾏﾇｴﾙ2世とｲｪﾚﾅ･ﾄﾞﾗｶﾞｼｭの長男(~144810
  31死去)
1425年8月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾐﾝ･ﾌﾗ｣(~11月)
1425年8月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾚｵﾉｰﾙ｣
1425年8月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｴﾝﾘｹ｣ﾚｵﾉｰﾙの弟.後のｶｽﾃｨｰﾘｬ王ｴ
  ﾝﾘｹ4世(~1454年~14741211死去)
1425年8月26日-09:00|日本|福岡県福岡市|応永32年7月13日|少弐満貞と菊池兼朝が九州探題の渋川義俊を攻め
  博多から追い出す
1425年9月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾙﾛｽ3世｣兼ﾇﾑｰﾙ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣64歳
1425年9月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｴﾚｵﾉｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣ｼｬﾙﾙ3世の外孫､ﾗ･ﾏﾙｼｭ伯ｼﾞｬｯｸ2世の娘(~1463
  .4死去)
1425年9月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌﾞﾗﾝｶ1世｣ｶﾙﾛｽ3世とｴﾚｵﾉｰﾙの娘(~14410403死去56歳)､｢ﾌｱﾝ2世｣
  ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世とﾚｵﾉｰﾙの息子(~14790120死去81歳)共同統治
1425年9月12日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･洪熙1年8月|黎利は陳元扞･黎銀たちに､乂安から新平(ｸｱﾝﾋﾞﾝ省･ｸｱﾝﾁ
  省北部)へ進撃するように命令/義軍は迅速に明軍を撃破し､新平･順化を解放
1425年9月23日-09:00|日本|長野県上田市|応永32年8月12日|藤原経吉､水内郡白山権現の本殿を造立
1425年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|応永32年8月14日|京都大火､相国寺･鹿苑寺など焼亡
1425年9月27日-09:00|日本|山梨県|応永32年8月16日|足利持氏が上杉房実に命じて武田信長を甲斐国に討たせ
  る
1425年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴﾛ｣
1425年10月17日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣(~14260425)､｢ﾊﾞﾗｶｯﾄ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊｻﾝ｣(~14
  55年)
1425年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾗﾙﾌ･ﾈｳﾞｨﾙ｣
1425年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾗﾙﾌ･ﾈｳﾞｨﾙ｣先代の孫(~14841103死去)
1425年11月9日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ｹｰﾙ･ｹﾀｳﾝﾆｮ｣(~14260516)
1425年11月11日-09:00|日本|愛知県豊川市|応永32年10月|僧見性､三河国向称寺の地蔵菩薩坐像を施入
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1425年12月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱとﾌｨﾚﾝﾂｪが､ﾐﾗﾉに対抗して同盟を結ぶ
1425年12月8日-09:00|日本|  ||応永32年10月28日|大内盛見､少弐満貞を撃破
1426年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾁｬｷ｣(~1435年)
1426年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ対立総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ2世ﾌﾟﾗｽﾞﾅｸﾞﾗｳﾞｧ｣(2回目~1427年3月)
1426年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ5世｣(~1434年)､｢ｶｼﾞﾐｪｼﾞｭ2世｣(~1442年)共同統治
1426年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Mehmet･ﾍﾞｲ｣(~1435年)
1426年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾙｲｰｼﾞ3世｣(~14341112死去)
1426年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾆｯｺﾛ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1427年)
1426年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗｽ4世ﾌﾗﾝｺﾊﾟﾝ｣(~1432年)
1426年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1464年)
1426年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｴｰﾘｸ7世がﾊﾝｻﾞ同盟を攻撃
1426年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱｲﾝ｣
1426年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(~1460年)
1426年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ司教ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾒﾛﾝ｣(~1439年)
1426年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｶﾙﾋﾞﾌｫ｣(~1434年)
1426年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾀﾄﾞｸﾞ･ｱﾝ･ｸﾞﾚﾓｱ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｽﾘｰﾑﾊｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝとｽﾚｲﾝ･ﾆｸ･ｺﾝ
  ･ﾏﾗの息子(~1438年没)
1426年1月9日-09:00|日本|静岡県浜松市|応永32年12月|井伊直幸ら､遠江竜潭寺(引佐町井伊谷)鎮守三島社を造
  立
1426年1月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世｣
1426年1月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ﾄﾛｲﾃﾞﾝ2世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世の息子｣(~14270725死去);統一ﾌﾟｳｫ
  ﾂｸ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世の息子(~14540910死去)
1426年1月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞｳﾂ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ2世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世の息子(~14420915死去､ﾍﾞｳﾂはﾌﾟｳｫﾂ
  ｸに吸収)
1426年1月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｳﾞｧ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ5世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世の息子(~14420217死去)
1426年1月21日-09:00|日本|愛知県|応永32年12月13日|井伊五郎直幸於寿丸､渋川満福寺造立/作事奉行別当小納
  言幸井
1426年2月6日-09:00|日本|長野県|応永32年12月29日|<任命>信濃国守護｢小笠原政康｣(~嘉吉2年8月9日(1442091
  3)死去)
1426年2月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･宣徳1年|李氏朝鮮が対日開港場として3箇所を設置
1426年2月8日-09:00|日本|神奈川県|応永33年|<交替>相模国守護｢上杉定頼｣⇒｢一色持家｣(~応永34(1427)年)
1426年2月8日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応永33年|明兆､鹿王院の釈迦三尊および三十祖像を描く
1426年2月8日-09:00|日本|新潟県|応永33年|<交替>越後国守護｢上杉頼方｣解任⇒｢上杉房朝｣(~文安6年2月27日(
  14490321)死去)
1426年2月8日-08:00|中国|  ||明･宣徳1年1月1日|明･宣徳と改元
1426年2月22日-09:00|日本|京都府京都市|応永33年1月15日|姉小路-高辻､室町-富小路間焼亡
1426年2月26日-09:00|日本|  ||応永33年1月19日|興福寺僧徒が東大寺僧徒と戦い､東大寺の尊勝院に放火
1426年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾖｰｸ大司教ｼﾞｮﾝ･ｹﾝﾌﾟ｣(1期目~14320226)
1426年3月18日-09:00|日本|京都府京都市|応永33年2月9日|三条押小路-五条間焼亡
1426年3月23日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|応永33年2月14日|相模国清浄光寺が炎上
1426年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞﾙﾄﾁｰﾉ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1426年4月3日-09:00|日本|香川県三豊市|応永33年2月25日|増吽,三野郡仁尾覚城院を再興し,供養導師をつとめ
  る
1426年5月7日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･宣徳1年4月|明が王通らを派遣してﾍﾞﾄﾅﾑの黎利(ﾚﾛｲ)を征討
1426年5月16日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾓｰﾆﾝﾀﾄﾞ｣(~1439年4月)
1426年6月16日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||急進ﾌｽ派が､ﾄﾞｲﾂ十字軍を破る
1426年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢仇宗吉｣(~14311008)
1426年7月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽが､遠征してきたｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾏﾑﾙｰｸ朝に敗れる
1426年7月5日-09:00|日本|京都府京都市|応永33年6月|近江坂本の馬借､京都に乱入
1426年7月7日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ﾆｺｼｱ大司教ﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣(14261130より､枢機卿~1427
  0512)
1426年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾐﾗﾉ公に対抗して､ｻｳﾞｫｲｱ公及びﾌｨﾚﾝﾂｪと同盟
1426年7月12日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽのｼﾞｬﾆｭｽ王がｴｼﾞﾌﾟﾄ王に捕虜にされ､首都ﾆｺｼﾞｱが破壊される
1426年7月31日-09:00|日本|奈良県奈良市|応永33年6月27日|<再興>興福寺五重塔
1426年8月3日-08:00|中国|  ||明･宣徳1年7月|明で漢王朱高ｸの反乱がおこる
1426年9月2日-09:00|日本|山梨県|応永33年8月1日|武蔵七党､足利持氏の武田信長退治にあわせ秩父口より甲斐
  に乱入
1426年9月4日-09:00|日本|京都府京都市|応永33年8月3日|鴨川洪水､五条橋流失
1426年9月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌｰﾍﾞﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ｱｲｸ(ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ画家)[1366年生～](享年60)
1426年9月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応永33年8月23日|鎌倉建長寺が焼失
1426年9月26日-09:00|日本|山梨県|応永33年8月25日|武田信長､足利持氏に降る
1426年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞｯﾄ｣
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1426年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ10世｣
1426年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~14640602死去)
1426年11月-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>大越皇帝｢陳暠｣(~14280126死去)
1426年11月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがﾌﾞﾚｼｱを征服
1426年11月4日-09:00|日本|福井県敦賀市|応永33年10月5日|敦賀郡気比社社司と執当らが合戦し,北陸道が不通
  となる
1426年11月6日-09:00|日本|三重県名張市|応永33年10月7日|道性､三河国鹿島宮の社殿を建立
1426年11月7日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天慶1年|黎利軍が明軍を壊滅/5万以上の死傷者を出し､1万以上が
  生け捕り
1426年11月7日-09:00|日本|  ||応永33年10月8日|<死去>常盤井宮満仁親王(73歳)皇族
1426年11月15日-09:00|日本|  ||応永33年10月16日|<死去>摂津･丹波･讃岐･土佐国守護｢細川満元｣持元が継ぐ(
  ~正長2年7月14日(14290814)死去)
1426年11月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天慶1年11月|大越･陳ｺｳが天慶と改元(~1428年旧1月10日)
1426年12月13日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|応永33年11月15日|遠州川名福満寺本尊薬師如来造立
1426年12月27日-09:00|日本|大分県|応永33年11月29日|<死去>筑後･豊後国守護｢大友親著｣持直が継ぐ(~永享4(
  1432)年)
1426年12月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨとの和平､ｻﾝ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ﾏｼﾞｮｰﾚ島で締結
1426年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ公･ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣
1427年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Baraq Khan｣
1427年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1427年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ2世ｵﾚｺﾞｳﾞｨﾁ｣
1427年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~1428年)
1427年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ3世ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1456年死去)
1427年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｲｽﾏｲﾙ2世｣(~1428年)
1427年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌｧﾝﾃｨｰﾉ･ｳﾞｨｱｰﾛ｣(~1429年)
1427年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾐｹｰﾚ･ﾐﾆｵ｣(~1429年)
1427年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ｼﾞｭﾗｼﾞ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨﾁ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨﾁの甥､ﾗｻﾞﾙ･ﾌﾚﾍﾞﾘｬﾉｳﾞｨﾁの外孫(~1
  456年)
1427年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ9世｣
1427年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ8世｣(2期目~1429退位)
1427年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公国､ｳﾞｪﾙﾁｪｯﾘ取得
1427年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣
1427年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｼﾞｮﾝ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1460年死去)
1427年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾄﾙｽﾃｲﾝ･ｵﾗﾌｿﾝ｣(2回目~1430年)､｢ﾛﾌﾄｩｰﾙ･ﾘｷ･ｶﾞｯﾄﾙﾑｿ
  ﾝ｣(北と西~1432年没)
1427年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ﾛﾊﾞｰﾄ2世の息子､国王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世の叔父(~1437年)
1427年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ(またはｾﾋﾞﾘｱ)のﾃﾞｨｵｺﾞﾃﾞｾﾆﾙ大尉によってｱｿﾞﾚｽ諸島(ﾌﾟﾗｲｱ､ﾋﾟ
  ｺﾌｧｲｱﾙ､ｻﾝﾐｹﾞﾙ､ﾌﾛｰﾚｽｴｺﾙﾎﾞ､ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ､ｻﾝﾀﾏﾘｱ､ｱﾝｸﾞﾗｻﾝﾎﾙﾍ)発見
1427年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ｱｽﾃｶ第4代国王｢ｲﾂｺｱﾄﾙ｣ｱｶﾏﾋﾟﾁﾄﾘの息子(~1440年)
1427年1月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|応永33年12月13日|松平泰親､三河国若一王子の社殿を建立
1427年1月28日-09:00|日本|京都府京都市東山区|応永34年|明兆､東福寺の四十祖像を描く
1427年1月28日-09:00|日本|鳥取県|応永34年|<任命>伯耆国守護｢山名教之｣(~享徳2(1453)年隠居)
1427年1月28日-09:00|日本|大阪府高槻市|応永34年1月|久遠成院日親摂津に一乗寺を創す
1427年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  ||春|ﾜﾗｷｱはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~14420902)
1427年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｳﾛ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ｣
1427年4月6日-09:00|日本|長野県長野市|応永34年3月10日|信濃の善光寺が焼ける
1427年4月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ4世｣
1427年4月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ｣(~14300804死去)
1427年4月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾟﾛｺｯﾌﾟ･ﾎｰﾘｰ偉大王｣この国の最高統治者(~14340530没)
1427年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾏﾗﾃｽﾀ･ﾃﾞｨ･ﾘﾐﾆとの和平
1427年4月27日-09:00|日本|愛知県岡崎市|応永34年4月|松平泰親､三河国若一王子に若一王子像を施入
1427年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾟｰ河でｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ軍にｳﾞｪﾈﾂｨｱ海軍勝利
1427年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ･ﾄﾞ･ﾙｰｼﾝ卿｣(~1428年7月)
1427年5月3日-09:00|日本|愛媛県東温市|応永34年4月7日|久米郡川上神社造営される
1427年5月12日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｷﾌﾟﾛｽはｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ配下(~1516年)
1427年5月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ4世｣兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世｣
1427年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｴｰﾘﾋ｣
1427年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣ｴｰﾘﾋの息子､弟のｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世と
  共同統治(~1464年死去)
1427年5月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世｣兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣(~145
  91204死去)ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公､｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世｣(~14330724死去)
1427年6月17日-09:00|日本|京都府京都市|応永34年5月23日|連日の降雨で鴨川洪水､四条橋･五条橋･河原の在家
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  流失
1427年6月25日-09:00|日本|福井県福井市|応永34年6月|日蓮宗日従,足羽郡一乗谷に正法寺を創建
1427年7月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰがﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞを｣占領(~15210829)
1427年7月3日-09:00|日本|石川県|応永34年6月9日|<死去>加賀国守護｢富樫満春｣(不明)⇒長男｢持春｣が継いだ(
  ~永享5年閏7月10日(14330824)死去)
1427年7月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸのｴｰﾘｸ7世が､ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ沖でﾊﾝｻﾞ同盟軍を破る
1427年7月19日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ専制君主｢ｼﾞｭﾗｼﾞ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣(~14390818)ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ王朝
1427年7月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ﾄﾛｲﾃﾞﾝ2世｣
1427年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘに初めてｼﾞﾌﾟｼｰ(馬に乗った12人の苦行者)が現れる
1427年8月23日-09:00|日本|京都府京都市上京区|応永34年8月|久遠成院日親京一条戻橋に弘法寺を創す
1427年9月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公･ﾋﾞﾄﾑ公｢ｺﾝﾗﾄ6世Dziekan｣
1427年9月5日-09:00|日本|京都府京都市|応永34年8月14日|太政官が炎上
1427年9月21日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･宣徳2年9月|明の増援軍15万を黎利軍が破る.死者5万
1427年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ｣
1427年10月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱの傭兵隊長のｶﾙﾏﾆｮｰﾗがﾐﾗﾉの軍を破る
1427年10月11日-09:00|日本|  ||応永34年9月21日|<死去>播磨･備前･美作国守護｢赤松義則｣
1427年10月11日-09:00|日本|岡山県|応永34年9月21日|<任命>備前･美作国守護｢赤松持貞｣(~11月13日(14271201
  )死去)
1427年10月11日-09:00|日本|兵庫県|応永34年9月21日|<任命>播磨国守護｢赤松満祐｣義則嫡男(~嘉吉元(1441)年
  9月10日死去)
1427年10月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国軍､ﾛﾜｰﾙ川対岸の関所ﾚ･ﾄｩｰﾚﾙを奪取
1427年11月14日-09:00|日本|兵庫県|応永34年10月26日|足利義持が赤松満祐の所領を赤松持貞に付与｡満祐は怒
  って自邸を焼いて播磨国に帰る
1427年11月19日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･宣徳2年11月|明軍王通が黎利軍に和睦を乞う
1427年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱにﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｰｱ各地､降伏
1427年12月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾐｰｽ司教ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾞﾝｼｰ｣(~1428年7月)
1427年12月1日-09:00|日本|岡山県|応永34年11月13日|<死去>備前･美作国守護｢赤松持貞｣自害､満祐が継ぐ(~嘉
  吉元年9月10日(14410925)死去)
1427年12月10日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/中国|  ||明･宣徳2年11月22日|明軍がﾍﾞﾄﾅﾑから撤退
1428年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第7代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ2世｣(~1438年)
1428年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾗｰﾝ･ｶﾑﾃﾞｰﾝ王｣
1428年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾎﾟﾏﾀｯﾄ王｣ﾏﾊｰ･ﾃｰｳﾞｨ(ｻｰﾑｾｰﾝ･ﾀｲ王の妹)の傀儡(~同年死去)
1428年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayayakshya Malla｣(~1482年)
1428年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙ･ﾊﾝ｣ｼﾞｮﾁの子ｼﾊﾞﾝから7世の子孫ﾀﾞｳﾗﾄ･ｼｬｲﾌの子(
  ~1468年死去)
1428年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Ulugh Muhammad｣(2期目~
  1437年)
1428年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｵﾗﾌ･ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1433年)
1428年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢Abu'l-Khayr Khan｣(~1468年)
1428年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1428年)
1428年-04:00|ﾛｼｱ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｼﾋﾞﾙはｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝのﾊﾝ国の一部(~1469年)
1428年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞﾋｰﾙ･ﾔｰﾔ｣(~1439年)
1428年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公｢ｺﾝｽﾀﾝﾃﾞｨﾉｽ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣共同統治(~1448年)
1428年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｷﾞﾚｲ朝が支配権を握り､ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国(ｷﾘﾑの汗国)を設立
1428年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｲｻﾞﾍﾞﾙ｣
1428年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣
1428年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Paolo de Pellegrino｣(~1429年)
1428年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ(~1441年)
1428年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の息子(~1432年弟のﾊｲﾝﾘ
  ﾋ2世にｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯領を奪われる~1482年死去)､｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世の弟(⇒1432年兄からｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃ
  ﾙ侯領を奪取~14731207死去)
1428年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ伯｢Louis1世 de Bourbon｣(~1486.5死去)
1428年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~14340611死去)
1428年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<復位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(1434年死去)
1428年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とﾊﾝｶﾞﾘｰが和平を締結
1428年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾍﾟｽﾄにより2万人死亡
1428年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島副知事｢Henry Byron｣
1428年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｱｽﾃｶ人,ﾒｷｼｺ盆地を平定
1428年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世好戦公｣兼ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1428年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世紳士公｣(~14640907死去)
1428年1月17日-09:00|日本|  ||応永35年|<交替>九州探題･肥前国守護｢渋川義俊｣辞任⇒｢渋川満直｣(~永享6(14
  34)年1月死去)
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1428年1月17日-09:00|日本|  ||応永35年|この年､飢饉･疫病により多数死亡
1428年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市|応永35年|臨済宗方広寺派の十輪寺(浜松市丸塚町)創建
1428年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|応永35年|華蔵義曇､引馬城吉良義真の援護で､本能山随縁寺(寺
  島町)を寒巌義尹を開山として建立
1428年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|応永35年|月窓義運､曹洞宗広沢山普済寺(広沢町)末の高松山西
  来院(広沢町)開創
1428年2月3日-09:00|日本|京都府京都市|応永35年1月18日|<死去>室町幕府第4代征夷大将軍｢足利義持｣､尻の傷
  を掻き毟って感染症にかかって/43歳(誕生:元中3(南);至徳3(北)(1386)0212)
1428年3月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･宣徳3年3月|安南国王となった陳嵩が逃亡して死亡
1428年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｵｯﾄｰ2世｣
1428年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾃﾆｬ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1428年4月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾗｰﾗの和/ﾍﾞﾙｶﾞﾓ､ﾌﾞﾚｼｱ､ｸﾚﾓｰﾅがｳﾞｪﾈﾂｨｱへ
1428年4月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･順天1年4月15日|<即位>後黎朝(大越)前期初代皇帝｢太祖黎利｣(~1433090
  5死去)首都をｸﾝﾛﾝからﾄﾝｷﾝ(東京)に/順天と改元(~1433年)
1428年6月10日-09:00|日本|  ||正長1年4月27日|｢正長｣に改元
1428年6月13日-09:00|日本|福岡県福岡市博多区|正長1年5月|久遠成院日親筑前博多に法性寺を創す
1428年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾀﾞﾄﾞﾘｰ卿ｼﾞｮﾝ･ｻｯﾄﾝ｣(~1430年5月)
1428年8月11日-09:00|日本|京都府|正長1年7月|以降<交替>山城国守護｢京極持光｣⇒｢畠山満家｣(~永享5年9月19
  日(14331031)死去)
1428年8月11日-09:00|日本|三重県|正長1年7月|<交替>伊勢北半国･志摩国守護｢畠山満家｣⇒｢土岐持頼｣(~永享1
  2年5月16日(14400615)死去)
1428年8月30日-09:00|日本|京都府京都市|正長1年7月20日|<死去>101代｢称光天皇｣28歳(誕生:応永8(1401)0329
  )
1428年9月7日-09:00|日本|京都府京都市|正長1年7月28日|<就任>摂政｢二条持基｣(~永享4年8月13日)
1428年9月7日-09:00|日本|京都府京都市|正長1年7月28日|<践祚>102代｢後花園天皇｣/永享1年12月27日即位(~14
  640719)
1428年9月10日-09:00|日本|滋賀県|正長1年8月|<正長の土一揆(近畿地方)>近江国で｢山上山下一国平均御徳政｣
  を要求した一揆が蜂起し守護六角氏が徳政令を出す
1428年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝が砂糖などを政府専売とする
1428年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1428年10月2日-09:00|日本|三重県|正長1年8月23日|<北畠満雅の挙兵(伊勢国)>後亀山法皇の孫･小倉宮聖承が
  北畠満雅を頼り､居所の嵯峨から逃亡.満雅はこの当時幕府と対立していた鎌倉公方･足利持氏と連合し､小倉
  宮を推戴して反乱/伊勢守護･土岐持頼(世保家)率いる幕府軍に攻められ､北畠勢は雲出川の戦いにおいて幕府
  軍を大破･敗走させる
1428年10月6日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺをﾐﾗﾉ公国が統治(~14360318)
1428年10月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､南ﾌﾗﾝｽのｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｭｲｴﾝﾇとの連絡路を確保ためﾛﾜｰﾙ川中流
  のｵﾙﾚｱﾝ侯領のｵﾙﾚｱﾝの町を攻略
1428年10月26日-04:00|日本|京都府京都市|正長1年9月18日|<正長の徳政一揆>明け方､京都の南郊にある山科､
  醍醐の農民たちが､山城の守護に徳政(債務免除)を要求して､債権者である酒屋や土倉(金融業者､現在の質屋
  が近い)､寺院などを次々と襲撃し､借金の証文を無理矢理出させて焼いた/中でも農民たちのこの一揆に､馬借
  (運送者､馬方)たちが参加し連合を組み大勢力となった
1428年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣
1428年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯｢ｱﾘｽ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣(~1462年死去)､ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾈｳﾞ
  ｨﾙ｣ｱﾘｽの夫(~14601231死去)
1428年11月8日-09:00|日本|京都府京都市|正長1年10月1日|<死去>飛鳥井雅縁(71歳/権中納言､歌人)
1428年11月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣
1428年11月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ2世｣(~14750819死去)
1428年12月8日-04:00|日本|京都府京都市|正長1年11月2日|<正長の土一揆(近畿地方)>近江国から馬借が下京に
  攻め入り債務を破棄
1428年12月8日-04:00|日本|奈良県奈良市|正長1年11月2日|<正長の土一揆(近畿地方)>徳政一揆勢が奈良に侵入
  し､興福寺の学侶や六方衆は出陣､衆徒筒井氏は不退寺辺りで一揆勢と争い､これを退けている
1428年12月12日-04:00|日本|兵庫県|正長1年11月6日|<正長の土一揆(近畿地方)>播磨国では東寺領矢野荘で一
  揆が起こり播磨国中に波及
1428年12月28日-09:00|日本|  ||正長1年11月22日|幕府が管領畠山満家(57)の名で､徳政を求める一揆の禁止令
  を出す
1429年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣(~1467年)
1429年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾗﾄｩ･ｽﾋﾀ｣(~1447年死去)
1429年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾕｰｺｰﾝ｣(ﾏﾊｰ･ﾃｰｳﾞｨの傀儡~8か月で死去)
1429年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Cataiyavarman3世Kulasekara Pandyan｣(~1473年)
1429年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1434年)
1429年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲｼｬｸ1世｣
1429年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ｱﾌﾞ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~1431年死去)
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1429年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ｶﾗｳﾞｪｯﾛ｣(~1432年)
1429年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞｯｹﾝﾌｪﾙﾃﾞ･ｼｭﾝｹﾞﾙ｣(~1432年)
1429年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙ朝のｼｬｰ･ﾙﾌがﾏﾑﾙｰｸ朝に使節を派遣
1429年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾓｲｰｽﾞ･ｽﾘｱｰﾉ｣(1回目~1430年)
1429年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Antonio d'Esguanez｣(1期目~1431年)
1429年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ8世｣
1429年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ2世｣(~1430年)
1429年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸが海峡税を導入
1429年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣
1429年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾏﾘ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代の娘(~1455年喪失)
1429年1月25日-09:00|日本|三重県|正長1年12月21日|<死去>伊勢南半国守護｢北畠満雅｣伊勢阿濃郡岩田川で長
  野満藤･仁木持長･一色義貫らと戦い､討ち死に/子の教具が継ぐ(~文明3年3月23日(14710413)死去)
1429年2月4日-09:00|日本|沖縄県|明･宣徳4年|<死去>琉球南山国王｢他魯毎｣尚巴志に攻め滅ぼされた
1429年2月4日-09:00|日本|沖縄県|朝鮮･宣徳4年|琉球中山国王｢尚巴志｣が南山を滅ぼし琉球統一⇒琉球国王(~1
  4390601(正統4年4月20日)死去)
1429年2月4日-09:00|日本|京都府京都市右京区|正長2年|足利義教､妙心寺を再興
1429年2月4日-09:00|日本|静岡県藤枝市|正長2年|鎌倉光明寺3世定慧良誉の弟子宝誉弥阿､瀬古獅子鼻山上西光
  寺平にあった真言宗西光寺を浄土宗に改め寺を移し西光寺(藤枝)開山
1429年2月4日-09:00|日本|島根県|正長2年|<交替>石見国守護｢山名氏利｣⇒｢山名教清｣(~永享9(1437)年)
1429年2月4日-09:00|日本|奈良県北葛城郡王寺町|正長2年|足利義教､大和国達磨寺を再興
1429年2月4日-09:00|日本|広島県|正長2年|<任命>安芸国守護｢山名時熙｣(~永享5(1433)年8月隠居)
1429年2月4日-08:00|中国|  ||明･宣徳4年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾜｲｽ｣
1429年2月4日-08:00|中国|  ||明･宣徳4年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｻﾂｸ｣(~1434年死去)､｢ｴｾﾝ･ﾌﾞ｣(~1462年死去
  )
1429年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾙｰｳﾞﾚｰの戦い(鰊の日)>ﾙｰｳﾞﾚｰで仲間内の足の引っ張り合いが原因で
  仏軍が大敗/ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ､ｳﾞｪﾙﾃﾞｭｻﾝの貴族ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾚｽｺﾞｰなど優秀な将兵を多数失う
1429年2月13日-09:00|日本|奈良県|正長2年1月10日|幕府､兵を遣して､大和澤､秋山二氏を撃つ
1429年2月26日-09:00|日本|奈良県|正長2年1月23日|幕府､興福寺､及び多武峰衆徒をして､大和澤､秋山二氏を撃
  たしむ
1429年3月4日-09:00|日本|兵庫県|正長2年1月29日|播磨の土一揆発生
1429年3月9日-09:00|日本|奈良県|正長2年2月4日|伊賀守護仁木某､興福寺衆徒等､屡大和澤､秋山二氏と戦ふ､是
  日､仁木某之に死す
1429年3月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ3世｣ﾅﾐｭｰﾙ伯領はﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公家のものとなった
1429年3月10日-09:00|日本|京都府|正長2年2月5日|土一揆､丹波国で蜂起
1429年3月16日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正長2年2月11日|鎌倉の永安寺および大楽寺が焼失
1429年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｰﾉ･ﾍﾞﾝｳﾞ
  ｪｸﾞﾇｰﾃﾞｨ｣
1429年4月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾅﾗﾒｲｸﾗ｣建国(~14330509)
1429年4月18日-09:00|日本|  ||正長2年3月15日|<就任>室町幕府第6代将軍｢足利義教(義宣から改名)｣(~嘉吉1
  年6月24日)
1429年5月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍の｢ｻﾝ･ﾙｰ砦｣を陥落させる
1429年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ､ﾛﾜｰﾙ川を渡り､南岸にあるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍の｢ｻﾝ･ｼﾞｬﾝ･ﾙ･ﾌﾞﾗﾝ砦｣
  を占領し(英軍は撤退していた)､｢ｵｰｷﾞｭｽﾀﾝ砦｣も陥落させる
1429年5月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ､ﾛﾜｰﾙ川に架かるｵﾙﾚｱﾝ橋南岸｢ﾄｩｰﾚﾙ砦｣(入市を監視するため
  の楼閣)を陥落させる
1429年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ､市外に打って出てｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍を破りｵﾙﾚｱﾝを解放/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ
  軍､撤退を始める
1429年6月2日-09:00|日本|栃木県|正長2年5月|足利持氏が下野国那須郡の京都扶持衆･那須氏一族の内紛に付け
  込み､嫡流の那須資之(禅秀の婿)を攻めさせる
1429年6月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾊﾟﾃｰの戦い>王太子軍がｵﾙﾚｱﾝの西北ｼｬﾙﾄﾙのﾊﾟﾃｰの野でｲｷﾞﾘｽ軍に決戦
  を挑み､大勝
1429年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip1世｣
1429年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip2世｣(~14920319)
1429年7月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｹﾌｧﾛﾆｱとｻﾞﾝﾃの専制公･ﾊﾟﾗﾃｨｰﾇ伯爵｢ｶﾙﾛ1世ﾄｯｺ｣
1429年7月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｹﾌｧﾛﾆｱとｻﾞﾝﾃの専制公･ﾊﾟﾗﾃｨｰﾇ伯爵｢ｶﾙﾛ2世ﾄｯｺ｣(~14480930没)
1429年7月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾏｼｬﾘ･ﾊｽﾞﾙ･ﾀﾞﾆｼｭﾒﾝﾄﾞｩﾙ･ｺｶ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾆｻﾞﾐｭﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~
  1438年)
1429年7月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ8世(ｼﾞﾙ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾑﾉｽ)｣
1429年8月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｲｪｼｬｸ｣(~1430年3月死去)
1429年8月7日-09:00|日本|奈良県|正長2年7月7日|<大和永享の乱(大和国)>大乗院衆徒豊田中坊と一乗院衆徒井
  戸某ら合戦し､大和国一円に争いが拡がる/大和永享の乱/箸尾･越智･沢･万歳･秋山氏が豊田中坊方､筒井･十市
  氏は井戸方
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1429年8月14日-09:00|日本|  ||正長2年7月14日|<死去>摂津･丹波･讃岐･土佐国守護｢細川持元｣持之が継ぐ(~嘉
  吉2年8月4日(14420908)死去)
1429年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世と側近､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王と同盟している｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ(善良公
  )との｢休戦協定｣を結ぶ
1429年9月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世､ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ率いる軍が､｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派｣が支配するﾊﾟﾘの｢ｻﾝ･ﾄﾉﾚ
  門｣(1区にあった)を攻めるが敗退
1429年9月18日-09:00|日本|  ||正長2年8月20日|幕府奉行人出仕等の規式を定む
1429年9月22日-09:00|日本|  ||正長2年8月24日|<任命>室町幕府管領｢斯波義淳｣(~永享4(1432)年10月10日)
1429年9月29日-09:00|日本|愛知県北設楽郡東栄町|永享1年9月|夏目実清､三河国諏訪南宮の神像を制作
1429年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第20代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ4世｣(~1459年)
1429年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾘｰｺﾞ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ｣
1429年10月3日-09:00|日本|  ||永享1年9月5日|｢永享｣に改元
1429年10月22日-09:00|日本|京都府京都市|永享1年9月24日|幕府楠木光正を京都六条河原で斬る
1429年11月21日-09:00|日本|福岡県|永享1年10月25日|<任命>筑前国守護｢大内盛見｣(~永享3年6月28日(1431080
  6)死去)
1429年11月27日-09:00|日本|京都府京都市|永享1年11月|足利義教､室町殿新造会所に移る
1429年12月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾔﾇｼｭ1世｣
1429年12月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世｣(1436年まで母の摂政下~14540910死去)
1430年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｺﾝ･ｶﾑ｣(ﾏﾊｰ･ﾃｰｳﾞｨの傀儡~1432年死去)
1430年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾊｰｼﾞｰ1世ｷﾞﾚｲ｣(~1456年)
1430年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公｢ｿﾏｽ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣共同統治(~1460年)
1430年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ14世(ｼﾞｬﾝ･ｶﾘｴﾙ)｣別の人物が同じ教皇名を引き
  継ぐ(~1437年)
1430年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｺﾝﾀｰﾘﾆ｣(~1432年)
1430年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ暫定提督｢Duarte de Meneses｣(1期目~1434年)
1430年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ｣(~1461年死去)
1430年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱｯﾊﾞｰｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1461年)
1430年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ9世｣(2期目~1431年退位)
1430年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾙｺ皇帝ﾑﾗﾄ二世との条約
1430年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶﾅﾘｱ諸島領主｢Guillen de las Casas｣(~1440年)
1430年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ﾀﾗｽｶ王｢ﾀﾝｶﾞｼｭｱﾝ1世｣(~1454年)
1430年1月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ善良公､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王女ｲｻﾞﾍﾞﾙと結婚
1430年1月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ善良公(ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世)､ﾌﾞﾘｭｰｼﾞｭに｢金羊毛騎士団｣(
  金の鎖を首にかけ､金で作った羊の毛をﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄとして下げていた)を結成
1430年1月25日-09:00|日本|岡山県|永享2年|<交替>備中国守護｢細川頼重｣⇒｢細川氏久｣(~寛正元(1460)年)
1430年1月25日-09:00|日本|広島県|永享2年|<任命>安芸国[佐東郡､山県郡､安南郡]守護｢武田信繁｣
1430年1月25日-09:00|日本|山口県山口市|永享2年|この年､山口洞春寺観音堂できる
1430年1月25日-09:00|日本|三重県|永享2年1月|幕府と北畠氏が和睦/北畠氏､小倉宮を幕府に引き渡し
1430年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｵｯﾄｰ｣
1430年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾗﾊﾞﾝ｣(~14391104死去)
1430年2月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永享2年1月29日|鎌倉浄妙寺が焼失
1430年2月23日-09:00|日本|奈良県|永享2年2月|<大和永享の乱(大和国)>幕府が興福寺に命じ勧告を無視した豊
  田中坊氏を討たせる
1430年3月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｲｪｼｬｸ｣
1430年3月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｸﾚ･ﾏﾘｱﾑ｣(~1433年6月死去)
1430年3月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｻﾛﾆｹがｵｽﾏﾝ帝国に再征服される
1430年3月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ艦隊がｳﾞｪﾈﾂｨｱ艦隊を破る/ｵｽﾏﾝ朝はﾃｯｻﾛﾆｷを獲得
1430年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾓｰﾈ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1430年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(2回目~14310412)
1430年5月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌｨﾚﾝﾂｪ及びｼｴｰﾅと同盟
1430年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞﾙﾈ･ｼｭﾙ･ｱﾛﾝﾄﾞ要塞がﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ善良公の包囲に戦わずして降伏/ｼｬﾙﾙ七世と休
  戦協定中だったのだがその裏で密かに作戦を企てていた
1430年5月13日-09:00|日本|  ||永享2年4月21日|<死去>堯仁法親王(68歳/後光厳天皇の皇子､第142･149世天台
  座主)
1430年5月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝﾇ･ﾀﾞﾙｸ､ﾊﾟﾘ北東のｺﾝﾋﾟｴｰﾆｭの町を救うため､ｺﾝﾋﾟｴｰﾆｭに入城し､こ
  の日城外に出て戦い､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ派ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾘｭｸｻﾝﾌﾞｰﾙに捕らえられ金貨1万枚で英国軍に引き渡される
1430年6月1日-09:00|日本|栃木県|永享2年5月11日|<死去>下野国守護｢結城基光｣
1430年6月21日-09:00|日本|石川県|永享2年6月|<任命>加賀国守護｢富樫持春｣(~永享5(1433)年閏7月10日死去)
1430年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ公｢ﾙｲ1世｣
1430年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ公｢ﾙﾈ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰ｣ﾅﾎﾟﾘ王､ﾛﾚｰﾇ公(~14800710死去)
1430年7月7日-09:00|日本|千葉県|永享2年6月17日|<死去>下総国守護｢千葉兼胤｣長男の胤直が継ぐ(~嘉吉元(14
  41)年隠居)



1430迄(1296件)

1430年8月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ｣兼ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ
  伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1430年8月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣(~9.18死去)
1430年8月4日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣兼ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世(善良公)｣
  ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾅﾐｭｰﾙ伯(~14670615死去)
1430年9月8日-09:00|日本|  ||永享2年8月21日|幕府訴訟及び酒屋･土倉等の制規を定む
1430年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣
1430年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣(~14330831死去)
1430年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢John2世｣(~14410105死去)Joanの甥
1430年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢聖ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾆ｣｢ﾍﾞﾈﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾘｰﾉ｣
1430年10月15日-09:00|日本|徳島県|永享2年9月28日|<死去>阿波国守護｢細川満久｣持常が継ぐ(~宝徳元年12月1
  6日(14500128)死去)
1430年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~同日死
  去)
1430年10月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ｣領土はﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国の支配下に置かれ
  る
1430年10月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ｣(3回目~11.7)
1430年11月7日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾎﾞﾚｽﾛﾌ｣(⇒14320901､従兄ｼﾞｰｷﾞﾏﾝﾀｽ･ｹｰｽﾄｩﾀｲﾃｨｽの信奉者
  によって退位させられ対立大公~14350901)
1430年11月21日-09:00|日本|  ||永享2年11月6日|幕府負債償却法を定む
1430年11月26日-09:00|日本|  ||永享2年11月11日|世阿弥の｢申楽談儀｣が完成


